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畜
産
と
い
っ
て
も
、
そ
の
種
別
は
大
き

く
分
け
て
、

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

西
条
市
は
県
内
２
番
目
の
家
畜
飼
養
頭

数
（
下
表
参
照
）
を
誇
り
、
畜
産
が
盛
ん

な
地
域
で
す
。

　

家
畜
を
育
て
、
安
全
・
安
心
な
畜
産
物

を
出
荷
す
る
上
で
重
要
と
な
る
の
は
、

の
２
点
が
あ
り
ま
す
。

　

家
畜
が
健
康
で
あ
る
た
め
に
、
家
畜
の

状
態
を
毎
日
チ
ェ
ッ
ク
し
、
発
育
段
階
に

あ
っ
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
エ
サ
を
与

え
た
り
、
病
気
を
予
防
す
る
た
め
の
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
事
故
防
止
に
努
め
、
強
い
家
畜

が
エ
サ
を
独
り
占
め
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
、
エ
サ
を
食
べ
る
様
子
、
ふ
ん
の
色
や

固
ま
り
具
合
な
ど
を
す
ば
や
く
、
か
つ
注

意
深
く
観
察
し
、
健
康
状
態
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
確
か
な
技
術
が
あ
っ

て
初
め
て
、
健
康
で
お
い
し
い
畜
産
物
を

提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

酪
農
は
、
牛
を
飼
育
し
て
牛
乳
や
チ
ー

ズ
な
ど
の
原
料
と
な
る
乳
を
生
産
す
る
仕

事
で
す
が
、
英
語
で
酪
農
を
「DAIRY

」

と
つ
づ
る
の
は
「DAILY

（
毎
日
）」
の

仕
事
だ
か
ら
と
も
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
日
々

の
仕
事
に
心
を
配
っ
て
い
ま
す
。

　

畜
産
農
家
で
は
よ
り
良
い
畜
産
物
の
生

産
を
め
ざ
し
て
、
家
畜
の
育
て
方
や
エ
サ

の
改
良
な
ど
を
家
畜
保
健
衛
生
所
や
農
協

の
指
導
員
と
相
談
し
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
毎
日
の
家
畜
の
状
態
を
記
録
・
管

理
し
た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。

　

農
家
に
よ
っ
て
は
品
質
を
良
く
す
る
た

め
に
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大
豆
な
ど
の
穀

類
、
大
豆
カ
ス
な
ど
の
油
カ
ス
類
、
脱
脂

粉
乳
や
魚
粉
と
い
っ
た
動
物
性
の
飼
料
を

与
え
る
と
こ
ろ
や
、
自
然
の
恵
み
を
受
け

た
牧
草
や
エ
サ
用
の
米
の
栽
培
に
取
り
組

む
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

○
牛
は
「
乳
用
牛
」「
肉
用
牛
」

○
豚
は
「
養
豚
」

○
鶏
は
「
肉
用
鶏
」「
採
卵
鶏
」

１
．
家
畜
が
健
康
で
あ
る
こ
と

２
．
家
畜
を
衛
生
的
な
環
境
で

　

育
て
る
こ
と

確
か
な
技
術
で
提
供
す
る

健
康
で
お
い
し
い
畜
産
物

▼ 西条市内の家畜飼養頭数 ▼

採卵鶏 １３戸 651,000羽

肉用鶏 １戸 16,000羽

養豚 ２６戸 36,700頭

肉用牛 ２２戸 1,370頭

乳用牛 ８戸 1,140頭

畜　種 飼養農家戸数 飼養頭数

平成22年２月１日時点

　

愛
媛
県
内
に
は
、
こ
だ
わ
り
の
飼
育
法
で
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
、
柔
ら
か
な
歯
ご

た
え
と
、
と
ろ
け
る
よ
う
な
食
感
の
「
伊
予
牛
絹
の
味
」
、
愛
媛
の
裸
麦
を
エ
サ
と
し
、

甘
く
と
ろ
け
る
脂
身
が
持
ち
味
の
「
愛
媛
甘
と
ろ
豚
」
、
脂
乗
り
が
良
く
、
ぷ
り
ぷ
り

の
か
み
ご
た
え
と
、
コ
ク
の
あ
る
肉
の
う
ま
味
を
実
現
し
た
「
媛
っ
こ
地
鶏
」
な
ど
、

他
県
に
負
け
な
い
ブ
ラ
ン
ド
品
種
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
地
産
地
消
の
推
進
と
食
料
自
給
率
の
向
上
に
向
け
、
「
安
全
・
安
心
」
な
畜

産
物
を
消
費
者
へ
提
供
す
る
た
め
、
日
々
努
力
し
て
い
る
畜
産
農
家
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

え
ひ
め

ひ
め

じ
ど
り

ぶ
た

あ
ま

い
よ
ぎ
ゅ
う

き
ぬ

あ
じ
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清
潔
な
環
境
で
育
て
る
た
め
に
、
畜
産

農
家
で
は
毎
日
畜
舎
を
清
掃
し
て
清
潔
に

保
ち
、
消
毒
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

病
気
の
発
生
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
家
畜
に

と
っ
て
大
敵
で
あ
る
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な

い
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
口
蹄
疫
の
発
生
を
受
け
、
防
疫
措
置
と

し
て
、
定
期
的
に
畜
舎
周
辺
へ
消
石
灰
を

散
布
し
た
り
、
野
鳥
な
ど
が
外
部
か
ら
侵

入
し
な
い
よ
う
畜
舎
の
整
備
を
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
定
期
的
に
経
営
環
境
保
全

調
査
を
受
け
、
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
畜

産
経
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
家
畜
の
ふ
ん
尿
は
、
乾
燥
や
発

酵
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
稲
や
野
菜
な
ど
の

肥
料
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
資
源
循
環

型
農
業
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
の
発
生
以

来
、
食
肉
の
安
全
・
安
心
に
対
す
る
消
費

者
の
関
心
は
非
常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
応
す
べ
く
、
牛
の
出
生
か
ら
牛

肉
と
し
て
消
費
者
に
供
給
さ
れ
る
ま
で
の

履
歴
を
管
理
す
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー

法
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
安
全
・
安
心
な

国
産
牛
肉
の
供
給
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　

鶏
卵
は
、
検
卵
、
選
別
な
ど
の
工
程
を

経
て
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
さ
れ
た
も
の
を

出
荷
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
鮮
度
の

高
い
卵
を
直
接
提
供
す
る
た
め
、
宅
配
や

自
動
販
売
機
で
の
直
売
を
す
る
農
家
も
い

ま
す
。

　

近
年
は
、
輸
入
畜
産
物
の
増
加
、
原
油

価
格
の
上
昇
に
伴
う
飼
料
価
格
の
高
騰
、

口
蹄
疫
や
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
対
策
な
ど
、
畜
産
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
農
家
戸
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
現
在
、
経
営
を
維
持
し
て
い
る

農
家
は
後
継
者
と
力
を
合
わ
せ
て
、
し
っ

か
り
と
現
状
に
立
ち
向
か
い
、
対
策
を
模

索
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
こ
と
は
、
ほ
ん
の
一

部
で
す
が
、
畜
産
農
家
は
消
費
者
の
皆
さ

ま
に
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て
畜
産
物
を
生
産

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
努
力
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

地
産
地
消
・
食
料
自
給
率
向
上
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

安
全
で
良
質
な
畜
産
物
の
生
産
供
給
と

生
産
性
向
上
に
資
す
る
た
め
、
愛
媛
県
、

西
条
市
、
新
居
浜
市
、
四
国
中
央
市
、
畜

産
関
係
団
体
な
ど
で
は
「
東
部
家
畜
推
進

協
議
会
」
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
各
種
研
修
の
開
催
や
家
畜

衛
生
技
術
の
普
及
啓
発
な
ど
に
取
り
組
み
、

地
域
畜
産
の
活
性
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

東
部
家
畜
推
進
協
議
会
（
愛
媛

　
　
　

県
東
予
家
畜
保
健
衛
生
所
内
）

　
　
　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
７

－

９
１
２
２

衛
生
・
防
疫
を
徹
底
し
た

資
源
循
環
型
農
業

安
全
・
安
心
な
畜
産
物
を

消
費
者
へ

地
域
畜
産
の
活
性
化
に
努
め
る

東
部
家
畜
推
進
協
議
会
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
当

市
の
12
歳
教
育
推
進
事
業
が
、
㈶
消
防
科
学

総
合
セ
ン
タ
ー
と
㈶
日
本
防
火
・
危
機
管
理

促
進
協
会
の
主
催
に
よ
る
防
災
ま
ち
づ
く
り

大
賞
の
一
般
部
門
に
お
い
て
「
消
防
科
学
総

合
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
方
公
共
団
体

等
に
お
け
る
防
災
に
関
す
る
効
果
的
な
取
り

組
み
を
顕
彰
し
、
災
害
に
強
い
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
の
一
層
の
推
進
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
般
の
「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」
の
大
賞
受

賞
に
続
き
、
ほ
か
の
自
治
体
等
の
参
考
に
な

る
事
例
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
12
歳
教
育
推

進
事
業
の
実
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

玉
津
校
区
連
合
自
治
会
と
今
治
造
船
㈱
西

条
工
場
と
が
、「
共
助
」
の
精
神
に
基
づ
き

地
域
と
企
業
が
協
力
し
て
災
害
に
よ
る
被
害

の
防
止
や
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
応
援
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

調
印
式
の
会
場
と
な
っ
た
東
予
地
方
局
で

は
、
自
治
会
や
今
治
造
船
㈱
の
関
係
者
な
ど

14
人
が
出
席
し
、
市
長
、
佐
伯
隆
志
東
予
地

方
局
長
の
立
会
い
の
も
と
、
矢
野
咲
雄
自
治

会
長
と
日
高
義
信
西
条
工
場
長
に
よ
る
協
定

の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

地
域
と
企
業
が
協
定
を
締
結
す
る
の
は
県

下
初
で
あ
り
、
地
域
と
企
業
に
よ
る
実
践
的

な
防
災
体
制
を
構
築
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
、

今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
教
育
を
基
軸
に
、
子
ど
も
た
ち
の
社

会
性
を
伸
長
さ
せ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る

「
12
歳
教
育
推
進
事
業
」
の
総
括
と
も
い
え

る
「
第
３
回
子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
」
が
、

２
月
10
日
に
総
合
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
は
、
当
事
業
の
根

幹
を
成
す
も
の
で
、
市
内
の
全
小
学
校
か
ら

６
年
生
の
代
表
児
童
が
集
ま
り
、
各
校
で
学

習
・
体
験
し
て
い
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
発

表
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、
思
考
力
と
判

断
力
を
高
め
、
生
き
て
働
く
防
災
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
回
サ
ミ
ッ
ト
は
、
市
内
全
域
の
小
学

校
６
年
生
約
１
１
５
０
人
が
一
堂
に
会
し
、

石
根
・
田
野
・
国
安
・
飯
岡
の
各
校
に
よ
る

実
践
発
表
や
参
加
児
童
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
自
分

た
ち
で
取
り
組
む
防
災
対
策
な
ど
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
後
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た

サ
ミ
ッ
ト
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が

１
年
間
で
学
び
得
た
防
災
教
育
の
成
果
を
共

有
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
人
に
近
づ
き
、
自
己
判
断
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
12
歳
（
小
学
６
年
生
）
に

焦
点
を
当
て
た
当
事
業
は
、
地
域
防
災
の
担

い
手
づ
く
り
の
先
進
的
事
例
と
し
て
、
国
連

の
防
災
優
良
事
例
集
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な

ど
、
国
内
外
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
や
体
験
な
ど
を
通
し
て

「
し
っ
て
い
る
」
か
ら
「
し
て
い
る
」
防

災
活
動
へ
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
当
事
業
で
、

将
来
の
西
条
市
を
担
う
若
い
力
が
、
着
実
に

育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。

▲１月26日に東京都で開催された
　表彰式において、消防科学総合
　センターの山口均理事長（左）
　から表彰状が授与されました。

▲地域での聞き取り調査で学んだ自助
　と共助の大切さ、身近な物でできる
　家庭での防災対策、非常食の乾パン
　で作る料理、柿渋染めで作る防災風
　呂敷の紹介など、各校共に特色ある
　実践発表を行いました。

第
15
回
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」
消
防
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞

12
歳
教
育
推
進
事
業
に
２
度
目
の
栄
誉

玉
津
校
区
連
合
自
治
会
と
今
治
造
船
㈱
西
条
工
場
が
災
害
応
援
協
定
締
結

防
災
体
制
構
築
に
向
け
地
域
と
企
業
が
連
携

国
内
外
で
注
目
さ
れ
る
12
歳
教
育
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去
る
１
月
29
日
、
民
主
党
の
岡
田
克
也
幹
事
長

が
西
条
市
を
訪
れ
、
東
予
港
や
今
治
造
船
㈱
西
条

工
場
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
に
は
、
白
石
洋
一
衆
議
院
議
員
、

友
近
聡
朗
参
議
院
議
員
、
愛
媛
県
副
知
事
、
西
条

市
長
、
今
治
造
船
㈱
の
檜
垣
幸
人
代
表
取
締
役
社

長
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
、
民
主
党
愛
媛
県
連
、

西
条
市
議
会
な
ど
多
数
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
田
幹
事
長
は
、
日
本
の
造
船
会
社
の
多
く
が

海
外
に
製
造
拠
点
を
求
め
て
い
る
中
、
日
本
一
の

造
船
会
社
が
こ
の
地
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
の
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
予
港
に
お
け
る
防
波
堤
の
整
備
が
、

西
条
市
民
の
安
全
・
安
心
に
寄
与
し
、
か
つ
地
元

で
頑
張
る
企
業
を
支
え
る
こ
と
に
賛
意
を
示
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
に
よ
り
、
昨
年
８
月
３
日
の
重
点

港
湾
の
選
定
と
併
せ
て
東
予
港
の
早
期
整
備
に
向

け
、
大
き
く
前
進
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲民主党・岡田克也幹事長による東予
　港と今治造船㈱西条工場の視察

市内全地区

市内全地区

池田

願連寺

９日㈬～11日㈮
14日㈪・15日㈫

４日㈮・７日㈪

11日㈮・14日㈪
15日㈫

４日㈮・７日㈪
８日㈫

３日㈭

８日㈫

１日㈫

２日㈬

11日㈮

14日㈪

10日㈭

９日㈬

丹原

今井

吉井公民館

庄内公民館

吉岡公民館

東予総合支所
３階

庄内公民館

楠河公民館

西条

大町

神拝

久妙寺、南部

市内全地区

北川

一本松

駅前、新宮藤木

市内全地区

三芳

宮之内、大野
福成寺、実報寺

楠、河原津
河原津新田

安用出作、新町
上市、広岡
石延、安用

旦之上、河之内
黒谷

三津屋、三津屋南
三津屋東、明理川
円海寺、喜多台

石田、玉之江
広江、今在家

南川、石鎚団地
石鎚

川原谷

小松総合支所
２階ホール

三芳公民館
(農村環境改善センター)

8:30～16:30

8:30～16:30

8:30～16:30

8:30～16:30

8:30～16:30

8:30～16:30
７日㈪・８日㈫

３日㈭・４日㈮

14日㈪・15日㈫

９日㈬～11日㈮

１日㈫～３日㈭

10日㈭

９日㈬

２日㈬

15日㈫

8:30～16:30

9:00～16:00

9:00～16:00

9:00～16:00

9:00～16:00

８日㈫ 壬生川公民館9:00～16:00

国安、高田
新市、桑村 ３日㈭ 国安公民館9:00～16:00

４日㈮ 9:00～16:00

9:00～16:00２日㈬

市庁舎別館
５階

丹原総合支所
２階

8:30～16:30

8:30～16:30

8:30～16:30

8:30～16:30

8:30～16:30

来見 １日㈫ 9:00～16:00 中川公民館

8:30～16:30

8:30～16:30

8:30～16:30

8:30～16:30

8:30～16:30

対 象 地 区 会　　場 対 象 地 区

対 象 地 区

会　　場

日　　程 時　　間

日　　程 時　　間

日　　程 時　　間

日　　程 時　　間

会　　場

対 象 地 区 会　　場
　現在、市県民税・国民健康保険税の申告を受け付け
ています。既に日程が終了した地区で申告できなかっ
た方も、各表の会場で申告ができます。
　税務署・市役所から申告書が送付されている方は、
ぜひ郵送申告をご利用ください。
※申告に必要な書類など詳しくは、広報紙２月号２・
　３ページをご覧ください。
■問合せ
○市庁舎本館市民税課　市民税係　℡0897－52－1317
○東予総合支所税務課　税務係　　℡0898－64－2700
○丹原総合支所総務課　税務係　　℡0898－68－7300
○小松総合支所総務課　税務係　　℡0898－72－2111

▼小松地区　３月の申告受付日程表

▼東予地区　３月の申告受付日程表

▼丹原地区　３月の申告受付日程表

▼西条地区　３月の申告受付日程表

市県民税・国民健康保険税の申告はお済みですか？
申告期間は３月15日㈫まで

大新田、壬生川

壬生川公民館７日㈪ 9:00～16:00

周布、吉田 周布公民館１日㈫ 9:00～16:00

東
予
港（
西
条
地
区
）の

早
期
整
備
に
向
け
て
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サミット宣言後に固い握手を
交わす（左から）七飯町長、
新井氏、西条市長、新潟市長

　

名
曲
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
の

誕
生
物
語
は
、
新
井
満
さ
ん
の
故

郷
で
あ
る
新
潟
市
か
ら
始
ま
り
、

北
海
道
七
飯
町
の
美
し
い
大
自
然

の
中
で
日
本
語
詩
と
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
生
ま
れ
、
秋
川
雅
史
さ
ん
の
熱

唱
で
大
き
く
育
ち
、
世
界
中
の

人
々
に
大
き
な
感
動
を
与
え
続
け

て
い
ま
す
。

　

こ
の
名
曲
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る

３
市
町
が
一
堂
に
会
し
、
１
月
29

日
に
「
第
３
回
千
の
風
サ
ミ
ッ
ト

in
西
条
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
に
は
行
政
、
ま
ち
づ

く
り
、
文
化
団
体
等
の
関
係
者
が

参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取

り
組
ん
で
い
る
「
千
の
風
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
実
践
事
例
な
ど
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
「
千
の
風
」
に
ち
な

ん
だ
音
楽
会
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

活
用
し
た
観
光
ル
ー
ト
の
創
設
、

ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
・
販
売
、

朝
日
新
聞
社
等
と
共
同
で
取
り
組

ん
だ
「
千
の
風
に
な
っ
た
あ
な
た

へ
贈
る
手
紙
」
の
募
集
や
出
版
、

朗
読
会
の
開
催
、
作
品
原
書
の
寄

託
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の

千
の
風
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
構

想
の
提
案
や
３
市
町
の
連
携
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
改
め

て
固
い
絆
を
深
め
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
の
結
果
、
３
市
町
は

「
千
の
風
」
に
な
っ
た
先
人
た
ち

に
感
謝
し
つ
つ
、
歌
の
心
に
よ
り

改
め
て
学
び
知
り
え
た
「
自
然
を

愛
し
、
そ
し
て
そ
の
中
に
生
き
る

深
い
人
間
の
愛
と
希
望
と
勇
気
」

を
広
く
世
界
の
人
々
に
伝
え
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
、
「
第
３
回
千

の
風
サ
ミ
ッ
ト
西
条
宣
言
」
と
し

て
発
表
し
ま
し
た
。

　

千
の
風
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
記
念

し
て
、
１
月
30
日
に
総
合
文
化
会

館
で
「
千
の
風
競
演
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
松
高
校
の
生
徒
に
よ
る
琴
演

奏
や
３
市
町
の
合
唱
団
に
よ
る
歌

声
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
レ
ー
モ

ン
ド
松
屋
さ
ん
、
新
井
満
さ
ん
、

秋
川
雅
史
さ
ん
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ

ル
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
は
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
を
出

演
者
と
観
客
が
全
員
で
合
唱
し
、

親
睦
と
友
好
の
輪
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

市
議
会
２
月
臨
時
会
が
７
日
に

開
会
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算

案
（
第
７
・
８
回
）
が
上
程
・
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
額
と
主
な
事
業
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
補
正
額　

５
億
６
４
５
８
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

４
０
８
億
４
１
０
８
万
円

【
保
健
・
医
療
の
充
実
】

○
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
（
子
宮
頸

　

が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球

　

菌
ワ
ク
チ
ン
）

　
　
　
　
　

３
億
１
４
３
５
万
円

【
農
林
業
の
振
興
】

○
県
営
湛
水
防
除
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
２
３
８
万
円

○
森
林
基
幹
道
開
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
円

【
耐
震
化
の
推
進
】

○
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
万
円

【
港
湾
の
整
備
】

○
神
拝
地
区
（
港
新
地
地
内
）
海

　

岸
保
全
高
潮
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

７
６
７
万
円

○
壬
生
川
地
区
小
型
船
だ
ま
り
建

　

設
事
業　
　
　

２
８
０
０
万
円

【
地
域
活
性
化
交
付
金
事
業
】

○
小
中
学
校
校
舎
等
耐
震
改
修
事

　

業
ほ
か
18
事
業

　
　
　
　
　

１
億
９
８
０
３
万
円

【
都
市
基
盤
の
整
備
】

○
第
２
期
中
央
地
区
ま
ち
づ
く
り

　

基
盤
整
備
事
業　
　

△
15
万
円

※
「
△
」
は
減
額
を
意
味
し
ま
す
。

▲フィナーレでの全員合唱

市
議
会
２
月
臨
時
会

昭和58年から４期16年の長きにわたり
小松町議会議員として町政運営に参画
され、この間、議長等の要職を歴任さ
れ、町政の伸展と住民福祉の増進に多
大な貢献をされました。
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　市内にある公立図書館の内、　
地名以外の名が付いているのは
小松温芳図書館だけです。なぜ
「温芳（おんぽう）」という名前
が付いたのでしょうか。

　昭和12年、当時県内でも珍しい私設図書館として温芳図
書館は開館しました。開設者の一柳春二先生が伊予聖人・
近藤篤山先生の書斎「尋芳（じんぽう）堂」と篤山先生の
長子・南海の書斎「温巣（おんそう）堂」から１文字ずつ
もらって名付けられました。この図書館に「人々が集ま
り、故きを温ね新しきを知り、知識・学問の芳香が漂う
場所であって欲しい」との思いが込められたものです。

　昭和20年に一柳先生が急逝された後、温芳図書館は当時
の小松町に寄贈され町立での運営となり、その後、平成７
年に郷土資料室を備えた新しい図書館となっています。ロ
ビーでは季節ごとにお薦めの本が紹介され、閲覧室では子
どもから大人まで読書に親しみ、また視聴覚室では読み聞
かせを行うおはなし会も好評です。
　郷土資料室には、市指定文化財をはじめとする小松藩の
古文書や、町内出土の考古資料などを収蔵しています。ま
た３月21日まで、小松町大頭の旧庄屋・佐伯家から平成21
年に寄贈された小松藩主文書や庄屋文書、江戸時代の扁額
など百点以上の貴重な資料を特別展示しています。
　先人の思いが詰
まった小松温芳図
書館。ぜひ一度、
お訪ねください。

　丹原総合支所管内で、地区の婦人会としては唯一、資源
ごみの回収に取り組んでいるのが徳田地区婦人会です。
　独居老人訪問時の「誰か出してくれる人がいたら助かる」
という声がきっかけで、安否確認を兼ねた独居老人宅の資
源ごみの収集を始めました。その後、独居老人宅だけでな

く、広く地区内での取り組み
へ活動を拡大したものです。
　収集前には地区の皆さんに
お知らせの文書を配布して、
ダンボール・新聞紙・雑誌に
分別をしてもらっています。
地区自治会でも地区放送で協

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予・丹原・小松の各総合支所管内での、
身近な出来事や話題などを紹介するコーナーです。

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048

「いずん掘」の「臼池さん」
　　　　　　　　　　　～地域に親しまれる憩いの水辺～

知識・学問の芳香漂う憩いの場所
　　　　　　　　　　　　　　　　　～小松温芳図書館～

独居老人も安心！　資源ごみ収集で声かけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　～徳田地区婦人会～

　大明神川周辺では、古
くからかんがい用水を確
保するために伏流水を利
用しており、その代表的
なものが「いずん掘（泉
掘）」です。旦之上から
三芳にかけて残る５カ所
の「いずん掘」は今も水
をたたえていますが、今回はその中で現在も地元の人に親
しまれている「臼池さん」を紹介します。
　その昔、弘法大師がこの地を巡錫した際に、道端の小川
のわずかな水で芋を洗っている老婆と出会いました。大師

がその芋を所望したところ、老婆は快く幾つかを差し上げ
ました。その後、老婆からこの里が水不足で困っているこ
とを聞いた大師が、持っていた杖をにわかに地面に突き立
て何事か念じると、その場所からこんこんと清水が湧き出
してきました。村人たちは喜び勇んで臼の形をした井戸枠
をはめ、お大師さんに賜ったこの井戸を、「御来仰の井戸」
「臼池さん」と親しみを込めて呼ぶこととしました。
　村人がその隣に建てた大師堂は、今に至るまでお線香の
煙が絶えることはないという
ことです。
　現在では大師堂の前に休憩
所が設けられており、四国八
十八ケ所巡礼のお遍路さんた
ちにとって憩いの場となって
います。

▲

今
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
大
師
堂

▲

水
を
た
た
え
続
け
る
「
臼
池
さ
ん
」

力を呼びかけています。その
結果、昨年の回収量は約23ト
ンにも上りました。
　こうした取り組みは、婦人
会の活動費捻出につながり、
各種の活動に有効活用されて
います。

　また、活動を通じて楽しく感じるのは、独居老人の方が
気軽に声をかけてくれるようになったことや、婦人会員同
士の情報交換が多くできるようになったことなどです。さ
らに、会員の活動に夫が協力し、ご夫婦での参加が増えた
のもうれしいことの一つです。
　今後もこの活動により、ますます地域のつながりが広が
り、資源リサイクルによる環境美化が進展することを願っ
ています。

▲

集
め
ら
れ
た
大
量
の
資
源
ご
み

▲

地
域
が
つ
な
が
る
活
動
に

▲

初
公
開
の
資
料

ふる

じゅんしゃく

たず
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■
得
意
技
は
自
社
で
の
一
貫
生
産

　
「
当
社

の
強
み
は

設
計
か
ら

製
作
・
検

証
・
引
き

渡
し
ま
で
、

自
社
で
一

貫
し
て
実

施
で
き
る
点
で
す
」
と
、
㈱
四
国

興
業
の
安
藤
健
次
社
長
は
語
る
。

　

㈱
四
国
興
業
は
昭
和
63
年
に
創

業
し
、
ダ
ク
ト
・
配
管
工
事
を
手

掛
け
て
き
た
。
下
水
処
理
施
設
や

し
尿
処
理
場
で
の
工
事
で
信
頼
を

得
る
な
か
、
よ
り
付
加
価
値
の
高

い
脱
臭
装
置
の
製
作
に
力
を
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

各
種
排
水
処
理
施
設
な
ど
か
ら

発
生
す
る
悪
臭
の
除
去
は
、
薬
品

を
使
っ
た
方
法
や
活
性
炭
に
吸
着

さ
せ
る
方
法
が
主
流
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
方
法
は
設
備
が
大
型
化

し
、
薬
品
代
や
装
置
の
維
持
管
理

に
多
額
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
欠
点

を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
方
法
が

「
生
物
脱
臭
法
」
で
あ
る
。

■
微
生
物
の
働
き
に
よ
る
脱
臭

　

生
物
脱
臭
法
と
は
、
悪
臭
成
分

を
分
解
す
る
働
き
を
持
つ
微
生
物

に
よ
っ
て
臭
い
を
除
去
す
る
方
法

で
、
脱
臭
装
置
を
小
型
化
（
低
価

格
化
）
で
き
る
と
と
も
に
、
薬
品

を
使
わ
な
い
た
め
維
持
管
理
も
低

コ
ス
ト
で
行
え
る
と
い
う
特
長
を

持
っ
て
い
る
。

　

こ
の
方
法
で
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
は
、
有
効
な
微
生
物
が
脱
臭
装

置
の
中
で
活
動
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め

装
置
の
中
に
微
生
物
の
す
み
か
と

な
る
充
て
ん
材
を
セ
ッ
ト
す
る
。

充
て
ん
材
に
は
、
Ｐ
Ｖ
Ａ
（
ポ
リ

ビ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
）
や
木
炭
な

ど
を
原
料
と
す
る
粒
状
や
サ
イ
コ

ロ
状
の
固
形
物
を
使
用
し
て
い
る
。

　

そ
の
脱
臭
方
法
は
、
微
生
物
が

定
着
し
て
い
る
充
て
ん
材
に
悪
臭

を
透
過
さ
せ
て
、
硫
化
水
素
や
ア

ン
モ
ニ
ア
な
ど
の
悪
臭
成
分
の
除

去
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
㈱
四
国
興
業
は
サ
イ
ク

ス
の
支
援
の
も
と
、
生
物
脱
臭
に

関
し
て
、
よ
り
効
果
的
な
微
生
物

群
の
特
定
・
分
析
や
、
充
て
ん
材

と
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
研

究
・
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
高
濃
度

の
臭
気
環
境
の
中
で
も
良
好
な
脱

臭
成
果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
生
活

圏
周
辺
で
の
家
畜
の
糞
尿
な
ど
に

よ
る
悪
臭
の
除
去
装
置
開
発
も
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
「
今
後
も
低
コ
ス
ト
で
高
効
率

な
脱
臭
装
置
・
水
処
理
設
備
の
開

発
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
」

　

市
民
の
環
境
へ
の
意
識
が
高
ま

り
を
見
せ
る
な
か
、
環
境
装
置
事

業
に
か
か
わ
る
総
合
加
工
・
プ
ラ

ン
ト
メ
ー
カ
ー
を
め
ざ
し
て
ま
い

進
し
て
い
る
。

（
技
術
相
談
室
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
西
）

　

島
根
県
安
来
市
に
本
社
を
置
く

㈱
キ
グ
チ
テ
ク
ニ
ク
ス
は
、
世
界

最
高
級
と
い
わ
れ
る
強
靭
な
「
ヤ

ス
ギ
ハ
ガ
ネ
」
の
切
削
や
研
削
・

研
磨
な
ど
で
培
っ
た
加
工
技
術
を

核
に
、
飛
行
機
や
自
動
車
の
金
属

部
品
や
材
料
の
、
強
度
や
寿
命
な

ど
の
試
験
・
評
価
業
務
を
行
う
企

業
で
す
。
昨
年
、
航
空
機
生
産
の

特
殊
工
程
に
関
す
る
国
際
規
格
で

あ
る
「
Ｎ
ａ
ｄ
ｃ
ａ
ｐ
」
を
取
得

し
、
高
品
質
・
低
コ
ス
ト
で
の
加

工
・
試
験
を
提
供
で
き
る
会
社
と

し
て
、
国
内
外
の
も
の
づ
く
り
企

業
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
同
社
の
木
口
重
樹

社
長
を
講
師
に
迎
え
、
も
の
づ
く

り
に
携
わ
る
方
を
対
象
と
し
た

「
地
域
産
業
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
18
日
㈮　

16
時
～

■
場
所

　
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー　

■
申
込
先

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
内　

　

も
の
づ
く
り
支
援
課

　

産
業
情
報
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

開
催
し
ま
す
！

   

地
域
産
業
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー

事業について語る安藤社長

脱
臭
装
置
プ
ラ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
（
中
央
が
生
物
脱
臭
装
置
）

　サイクス（ＳＩＣＳ）は、産業情報支援
センターの運営組織である、㈱西条産業情
報支援センターの愛称です。
　今月は、市内企業の所有する技術を紹介
する「我が社の得意技」などについてお知
らせします。

75
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平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
５
０
２
０
円
で

す
。

　

保
険
料
の
納
付
に
は
、
納
め
忘

れ
が
な
く
便
利
な
口
座
振
替
と
併

せ
て
、
保
険
料
が
割
り
引
か
れ
る

前
納
や
早
割
の
お
得
な
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
前
納
制
度

　

４
月
に
１
年
分
を
一
括
し
て
前

納
す
る
か
、
４
月
か
１０
月
中
に
６

カ
月
分
を
ま
と
め
て
前
納
す
る
と

割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

毎
月
納
め
る
よ
り
も
お
得
な
上

に
納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き

て
便
利
で
す
。

■
口
座
振
替
の
早
割
制
度

　

通
常
の
口
座
振
替
は
当
月
保
険

料
の
翌
月
末
引
き
落
と
し
と
な
り

ま
す
が
、
早
割
制
度
は
当
月
保
険

料
が
当
月
末
に
引
き
落
と
さ
れ
、

保
険
料
が
月
額
50
円
割
引
と
な
り

ま
す
。

　

早
割
を
申
請
す
る
と
、
翌
月
末

の
口
座
振
替
で
2
カ
月
分
の
保
険

料
（
従
来
の
保
険
料
と
50
円
割
引

さ
れ
た
保
険
料
）
が
引
き
落
と
さ

れ
、
そ
の
後
、
毎
月
の
保
険
料
が

50
円
割
引
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
課　
　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
８

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

18
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
８
期

　

分
の
督
促
状
の
発
送

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　　

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
、
両
親

の
い
な
い
世
帯
で
、
今
春
、
小
・

中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
児
童
が
い

る
保
護
者
の
方
へ
入
学
祝
金
を
支

給
し
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
3
月
10
日
㈭
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
が
届
か
な

い
場
合
や
入
学
時
ま
で
に
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
に
な
ら
れ
た
場
合
は

担
当
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

経
過
措
置
と
し
て
、
９
月
末
日

ま
で
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
が
、

入
学
後
に
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に

な
っ
た
場
合
は
除
き
ま
す
。

■
提
出
先

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

女
性
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
７
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

等
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴

で
き
な
い
世
帯
に
対
し
、
簡
易
な

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給
付
す
る
な

ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
拡
大
さ
れ
た
支
援
の
内
容

　

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課

税
の
世
帯
に
対
し
、
簡
易
チ
ュ
ー

ナ
を
無
償
給
付
。

■
申
込
期
限　

　

７
月
24
日
㈰　

当
日
消
印
有
効

■
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、「
世
帯
全
員
が
記
載

さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
」
と
「
世

帯
全
員
分
の
市
町
村
民
税
非
課
税

証
明
書
」
を
添
付
し
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ

ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
に
電

話
し
て
取
り
寄
せ
る
か
、
市
庁
舎

本
館
総
合
案
内
・
各
総
合
支
所
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

総
務
省　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
５
７
０

－

０
２
３
７
２
４

URLhttp://w
w

w
.chidejishien.jp/

※
受
付　

9
時
～
21
時
（
土
・
日

　

曜
・
祝
日
は
18
時
ま
で
）

　全国一斉に「春の火災予防運動」が実施されます。
この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当た
り、火災予防思想の一層の普及を図ることで、火災の
発生を防止し、火災による死傷者の発生や財産の損失
を防ぐことを目的として毎年実施されています。

　運動の期間中、市では「火の用心」のぼりの
設置、車両等による広報、チラシの配布などを
行っています。山林火災予防に、ご理解とご協
力をいただきますようお願いいたします。

▲ 2010年度全国統一防火標語

３月１日㈫～７日㈪実施

平成23年全国山火事予防運動統一標語

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
・
早

割
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

３
月
の
市
税
ご
よ
み

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
新
入
学
児

童
へ
入
学
祝
金
を
支
給
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
視
聴
支

援
対
象
を
拡
大
し
ま
し
た
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うのみにしない…うまい話はまず疑う

相談する…契約等の前に家族や相談窓口に

契約を即しない…その場で決めない・支払わない

ことわる…勇気を持ってはっきりと

　市内で振り込め詐欺や市役所などの公的機
関を名乗ってお金をだましとる詐欺被害等が
発生しています。
　お金を支払う前に、不審に思ったらまず確
認を心がけ、市や警察にご相談ください。

　　

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
に
対
し

日
常
生
活
の
利
便
性
向
上
の
た
め

日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す
。

■
日
常
生
活
用
具
の
種
類

○
肢
体
不
自
由　

特
殊
マ
ッ
ト
、

　

特
殊
寝
台
、
移
動
用
リ
フ
ト
、

　

入
浴
介
助
用
具
な
ど

○
視
覚
障
害　

盲
人
用
体
温
計
、

　

盲
人
用
体
重
計
な
ど

○
聴
覚
障
害　

聴
覚
障
害
者
用
通

　

信
装
置
、
聴
覚
障
害
者
用
屋
内

　

信
号
装
置
な
ど

○
膀
胱
・
直
腸
機
能
障
害　

　

ス
ト
マ
用
装
具

○
呼
吸
機
能
障
害　

　

た
ん
吸
引
器
な
ど

■
自
己
負
担　

原
則
と
し
て
1
割

負
担
（
世
帯
の
課
税
状
況
に
応
じ

て
負
担
上
限
額
を
定
め
て
い
ま
す

■
注
意
事
項

　

給
付
さ
れ
る
用
具
は
、
障
害
の

程
度
や
家
族
構
成
な
ど
で
決
定
さ

れ
る
た
め
、
希
望
さ
れ
た
も
の
と

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
医

療
）
制
度
の
支
給
認
定
を
受
け
る

と
、
県
指
定
医
療
機
関
で
の
通
院

費
の
自
己
負
担
割
合
が
原
則
１
割

と
な
り
ま
す
。（
世
帯
の
所
得
状

況
に
応
じ
て
負
担
上
限
額
を
定
め

て
い
ま
す
）

■
対
象
者

　

統
合
失
調
症
、
て
ん
か
ん
、
う

つ
病
な
ど
で
通
院
に
よ
る
精
神
医

療
を
継
続
的
に
要
す
る
方

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

パ
ス
ポ
ー
ト
（
旅
券
）
に
は
有

効
期
間
が
あ
り
、
国
・
地
域
に
よ

っ
て
は
査
証
申
請
時
や
入
国
時
に

一
定
以
上
の
有
効
期
間
が
残
っ
て

い
る
こ
と
を
要
求
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
渡
航
の
際
に
は
、
旅
券

の
有
効
期
間
を
確
認
し
、
期
間
が

足
り
な
い
場
合
に
は
早
め
に
旅
券

発
給
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

旅
券
の
渡
航
先
欄
や
査
証
欄
に

私
的
な
メ
モ
書
き
や
子
ど
も
に
よ

る
落
書
き
が
あ
り
、
渡
航
で
き
な

か
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

旅
券
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
適

正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
市
民
生

活
課　

市
民
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
１

　　

３
月
１
日
現
在
で
、
新
た
に
登

録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

■
新
規
登
録
者

　

平
成
２
年
12
月
３
日
～
平
成
３

年
３
月
２
日
に
生
ま
れ
た
方
お
よ

び
平
成
22
年
９
月
２
日
～
同
年
12

月
１
日
に
転
入
の
届
出
を
し
た
方

で
、
平
成
23
年
３
月
１
日
現
在
に

お
い
て
、
平
成
22
年
12
月
２
日
か

ら
引
き
続
き
西
条
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。

■
縦
覧
期
間

　

３
月
３
日
㈭
～
７
日
㈪

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所　

市
庁
舎
別
館
３
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助
成
を
行

う
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
平
成
22
年
度
の
助
成

を
受
け
て
、
馬
場
集
会
所
が
立
派

に
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
発

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
本
庁
本
館
市
民
生
活
課

　

市
民
活
動
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
３▲完成した馬場集会所

日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す

精
神
疾
患
で
の
通
院
医
療
費
の

一
部
を
公
費
で
負
担
し
ま
す

３
月
定
時
登
録
に
よ
る
選
挙
人

名
簿
新
規
登
録
者
の
縦
覧

パ
ス
ポ
ー
ト
の
残
存
有
効
期
間

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

馬
場
集
会
所
が
完
成

）
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　道路・公園などの公共の場や他人の敷地などで犬のフンが放置される、フン害苦
情が多く寄せられています。
　犬を飼っているほとんどの方が犬との散歩を楽しい日課としてマナーを守ってい
ますが、一部の心無い飼い主のために不快な思いをする人や迷惑する人がいます。
　飼い主としてのマナー・モラルを守り、責任を持ちましょう。

犬を飼うには飼い主のマナーが大切です

　

平
成
20
年
に
公
共
下
水
道
お
よ

び
小
規
模
下
水
道
が
供
用
を
開
始

し
た
区
域
の
方
は
、
平
成
２3
年
３

月
末
で
３
年
が
経
過
し
ま
す
。

　

下
水
道
の
供
用
開
始
後
は
、
３

年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
て

下
水
道
へ
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

水
洗
便
所
へ
の
改
造
お
よ
び
下

水
道
へ
の
接
続
工
事
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
市
の
指
定
工
事
店
で

早
急
な
工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
が
行
っ
て
い
る
水
洗
便
所
改

造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
も

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の
工
事

が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
指
定
工
事

店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
指
定
工

事
店
が
分
か
ら
な
い
方
は
、
担
当

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

　

下
水
道
業
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
４

○
東
予
総
合
支
所
建
設
管
理
課

　

上
下
水
道
係

　

下
水
道
が
新
た
に
整
備
さ
れ
た

区
域
内
の
土
地
所
有
者
な
ど
に
は

「
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
」
と

し
て
、
下
水
道
整
備
費
の
一
部
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
負
担
金
な
ど
の
賦
課
決
定

の
基
礎
と
な
る
「
下
水
道
事
業
受

益
者
申
告
書
」
を
、
対
象
区
域
の

土
地
所
有
者
宛
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
内
容
を
確
認
し
て
期
限
内
に

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
が
な
い
場
合
は
、
市
が
受

益
者
（
納
入
義
務
者
）・
土
地
の

面
積
な
ど
を
認
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

■
申
告
期
限　

３
月
３１
日
㈭

■
申
告
が
必
要
な
方

　

左
表
区
域
内
の
土
地
所
有
者

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

　

下
水
道
業
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
４

○
東
予
総
合
支
所
建
設
管
理
課

　

上
下
水
道
係

■下水道事業受益者の申告対象区域
森戸、中土居、川北、川南、玉津、横黒下、横黒西
市塚新街、船屋東北　各一部区域

新田、西の川原、天皇、明神木、若葉町東　各一部区域

宵の原、楠、中西、河原町、北組、東原、西原　各一部区域

半田、堀の内、中野口、戻川　各一部区域

百軒巷、北浜南　各一部区域

下喜多川北、古川　各一部区域

禎瑞上、禎瑞中、禎瑞下　各一部区域

西田、西泉東、楢木西、野々市西、坂元　各一部区域

北条の一部区域

大久保、山道、山口、朝日町　各一部区域

三芳の一部区域

玉　津

飯　岡

神　拝

西　条

大　町

神　戸

禎　瑞

橘

氷　見

多　賀

三　芳

池田の一部区域丹　原

　

供
用
開
始
が
延
期
と
な
っ
て
い

た
「
志
河
川
ダ
ム
」
の
安
全
対
策

工
事
が
昨
年
６
月
に
完
了
し
、
再

度
の
試
験
湛
水
を
行
い
ダ
ム
本
体

と
そ
の
周
辺
の
安
全
性
を
確
認
す

る
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ダ
ム
本
体
の
安
全

性
と
と
も
に
十
分
な
貯
水
が
で
き

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
川
管
理
者
の
完
成
検
査
も
終

了
し
ま
し
た
の
で
、
４
月
か
ら
供

用
を
開
始
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

○
市
庁
舎
本
館
農
林
土
木
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
２
４

○
道
前
平
野
土
地
改
良
区

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

７
６
７
３

下
水
道
事
業
の
受
益
者
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
急
ぎ
く

だ
さ
い

志
河
川
ダ
ム
の
供
用
開
始

▲試験湛水期間中に越流する志河川ダム
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　運動の基本である「走る」「投げる」「跳ぶ」の要素を取り入れた体力
測定を行います。現在の自分の体力を知り、これからの健康づくりと体
力向上に役立ててみませんか。

■対象　市内在住者（小学生以上）

■記録証の交付
　参加者全員に市長と高野進氏（陸上400ｍ日本記録保持者）連名の記
録証を交付します。また、当日の記録は市ホームページで公表します。

■申込方法
　所定の申込書に必要事項を記入し、３月８日㈫（必着）までにスポー
ツ健康課へ提出または郵送してください。

■申込先　市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

第６回

３月13日㈰　９時～

ひうち陸上競技場　（雨天時は総合体育館）

日 時

場 所
●50ｍ走
　50ｍを走った時間を測定。

●ソフトボール投げ
　ソフトボールを投げた距離を測定。

●立ち幅跳び
　助走せず両足で踏み切って跳んだ距離を測定。

●上体起こし
　30秒間で上体起こしができる回数を測定。

●腕立て伏せ
　腕立て伏せの回数を測定。

●時間往復走
　５ｍ間を15秒間で往復できた距離を測定。

測　定　種　目

■
日
時　

　

3
月
13
日
㈰　

14
時
～
16
時

■
場
所　

小
松
公
民
館

■
内
容　

英
語
の
遊
び
や
ゲ
ー
ム

で
外
国
人
と
交
流
を
深
め
ま
す
。

■
対
象　

市
内
の
小
学
生

■
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間　

　

3
月
1
日
㈫
～
8
日
㈫

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
主
催　

エ
リ
ス
（
西
条
英
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

　
■
日
時　

3
月
9
日
㈬
～
15
日
㈫

　
　
　
　

10
時
～
19
時

■
場
所　

い
よ
て
つ
髙
島
屋

　

地
下
１
階
食
品
館
（
松
山
市
）

■
出
店
す
る
特
産
品

　

旬
の
野
菜
・
果
物
、
チ
ャ
ー
シ

ュ
ー
、
海
苔
製
品
、
金
山
寺
味
噌
、

せ
ん
べ
い
、
青
汁
、
ジ
ャ
ム
、
赤
飯
、

豆
製
品
、
餅
、
み
か
ん
卵
、
柿
加

工
品
、
ミ
カ
ン
ジ
ュ
ー
ス
、
里
芋
コ

ロ
ッ
ケ
、
ゆ
ば
、
ざ
る
豆
腐
な
ど

※
日
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

西
条
商
工
会
議
所
内　

西
条
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
７

－

４
６
７
１

■
日
時　

３
月
２０
日
㈰　

　

１０
時
～
１２
時
、
１３
時
～
１６
時

※
雨
天
の
場
合
は
２１
日
㈪
に
延
期

■
場
所
　

　

鉄
道
歴
史
パ
ー
ク
in 

Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｊ
Ｏ
（
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
横
）

■
内
容

　

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
で
鉄
道
歴
史
パ
ー
ク

内
を
走
行
。
駅
弁
・
地
元
産
品
も

販
売
し
ま
す
。

■
乗
車
料
金　

１
回
１
０
０
円

※
未
就
学
児
は
無
料
で
す
が
、
保

　

護
者
の
方
に
同
乗
（
有
料
）
し

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　

観
光
振
興
課　

観
光
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
７

－

３
５
７
５

■
日
時　

３
月
１３
日
㈰

　
　
　
　

１０
時
３０
分
～
１５
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
ス
ロ
ー
ガ
ン　

　

地
域
に
は
ば
た
く
私
た
ち　

ふ

れ
あ
う
み
ん
な
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
内
容

○
ス
テ
ー
ジ
発
表

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
活
動
発
表
、
バ
ン
ド

演
奏
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

○
小
・
中
学
生
、
高
校
生
ポ
ス
タ

ー
作
品
展
・
表
彰
式

○
活
動
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

市
内
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
写
真

展
、
資
料
展
示

○
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

車
イ
ス
、
点
字
、
朗
読
、
絵
手

紙
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

○
バ
ザ
ー

※
当
日
は
、
手
話
通
訳
、
要
約
筆

　

記
、
車
椅
子
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
の

　

介
助
を
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

西
条
市
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
会

い
よ
て
つ
髙
島
屋

西
条
市
特
産
品
フ
ェ
ア

FUN

　

FUN

　

English

え
い
ご
de
あ
そ
ぼ
！

第
７
回
西
条
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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問合せ　中央公民館　℡0898－65－4030

平成22年度　西条市市民大学卒業記念講演会

「石鎚山系の自然と暮らし」

丹原文化会館

石鎚ふれあいの里

代表 山本貴仁氏

３月21日㈪
13時開場　13時45分開演

※13時30分から市民大学卒業式を行います。

●受講料　無料（入場整理券が必要です）

●入場整理券取扱所
市教育委員会社会教育課（市庁舎別館）
市教育委員会東予・丹原・小松分室（各総合支所）
中央公民館、各公民館、各図書館、総合・丹原文化会館

講師

日時

場所

日　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

６日　8：00

６日　8：00

５日　9：30

13日　9：00

13日　9：00

26日　9：00
27日　9：00

26日 13：00

13日 12：00

26日　9：00

27日　8：00

ビバ・スポルティア
ＳＡＩＪＯ

ビバ・スポルティア
ＳＡＩＪＯ

小松中学校体育館

西条西部体育館ほか

総合体育館

ひうち陸上競技場

ひうち陸上競技場

西条西部公園
テニスコート

東予運動公園球技場

東予体育館

今泉守正サッカー教室

西条市スポーツ少年団
さよなら大会（サッカー）

西条市スポーツ少年団
さよなら大会（ミニバス）

小松剣道優勝大会

西条市スポーツ少年団卒団式

第６回西条市民元気
ジャンプアップスポーツ

小学生わくわくチャレンジ
スポーツ体験教室

市原ドリームズフットサル教室

第４回初級者ジュニアテニス大会

第３回西条市スポーツ少年団
ミニソフトボール大会

消 防 観 閲 式
　消防観閲式では市内の消防団員が一堂に会し、市長
の観閲後、日頃の訓練の成果を披露します。
　観閲式終了後には、消防ポンプ自動車18台による５
色の一斉放水を行います。ぜひお越しください。

■問合せ　消防本部　℡0897－56－0250

３月20日㈰　９時開式日 時

場 所 加茂川河川敷　多目的広場
※雨天時は総合文化会館で10時開式。

■
日
時　

　

４
月
３
日
㈰　

10
時
～
15
時

　

受
付
は
10
時
～
10
時
30
分　
　

※
雨
天
の
場
合
は
４
月
10
日
㈰
に

　

順
延
し
ま
す
。

■
場
所　

　

小
松
町
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー

ク
（
石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ

ス
館
第
４
駐
車
場
横
）

■
競
技
内
容

　

ス
ト
リ
ー
ト
ス
ケ
ー
ト
（
ビ
ギ

ナ
ー
ク
ラ
ス
・
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
）

■
参
加
資
格　

中
学
生
以
上

■
参
加
料　

１
０
０
０
円

■
問
合
せ　

　

伊
予
小
松
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
２

－

４
４
５
４

URLhttp://w
w

w
.e-clubhouse.

org/sites/iyokom
atsu/index.

php■
日
時　

　

３
月
25
日
㈮
～
４
月
10
日
㈰

　

９
時
～
17
時
（
休
館
日
除
く
）

■
場
所　

丹
原
文
化
会
館

■
内
容　

彩
（
い
ろ
）
あ
ん
ど
ん

や
工
芸
品
の
展
示

■
体
験
教
室　

　

4
月
2
日
㈯
に
内
子
の
伝
統
工

芸
体
験
教
室
を
行
い
ま
す
。
参
加

費
千
円
程
度
で
、
事
前
予
約
を
優

先
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

丹
原
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

３
５
５
５

■
日
時

　

３
月
27
日
㈰　

　

13
時
開
場　

13
時
30
分
開
演

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
内
容　

　

西
条
市
が
育
ん
だ
若
者
と
西
条

高
校
、
西
条
北
中
学
校
、
西
条
東

中
学
校
の
合
唱
部
に
よ
る
声
楽
・

合
唱
・
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト

■
問
合
せ　

　

西
条
ラ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ
ー
ズ
事

務
局
（
井
上
）

ＴＥＬ
０
９
０

－

１
１
７
２

－

７
４
９
５

第
２
回　

西
条
ラ
イ
ジ
ン
グ
ス

タ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

シ
リ
ー
ズ
え
ひ
め
「
ふ
る
さ
と
の
芸
術
」

第
２
回　

内
子
・
今
は
昔
、

内
子
彩
あ
ん
ど
ん

第
８
回
伊
予
小
松
ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
１



広報さいじょう　2011　３月号 14

　　　

あ
な
た
の
大
切
な
人
を
救
う
こ

と
が
で
き
ま
す
か
。
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
数
分
間
に
応
急
手

当
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
使
用
し
た
応
急
手
当
の
方

法
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

　

３
月
20
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

【
石
釜
ピ
ザ
と
竹
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ

ン
の
教
室
】

■
日
時　

３
月
11
日
㈮
・
12
日
㈯

　

10
時
～
15
時
（
各
日
開
催
）

■
内
容　

昼
食
に
ピ
ザ
を
、
３
時

の
お
や
つ
に
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を

作
り
ま
す
。

■
定
員　

各
8
人

■
参
加
費　

２
０
０
０
円

【
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
】

■
日
時　

３
月
17
日
㈭
～
20
日
㈰

　

10
時
～
13
時
（
各
日
開
催
）

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費

　

１
４
０
０
円
（
昼
食
代
込
）

【
大
保
木
の
桜
を
た
ず
ね
る
】

■
日
時　

４
月
１
日
㈮
～
３
日
㈰

　

９
時
30
分
～
12
時
（
各
日
開
催
）

■
内
容

　

旧
大
保
木
小
学
校
に
咲
く
市
指

定
天
然
記
念
物
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

の
古
木
を
訪
ね
て
古
道
を
散
策
。

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

【
龍
王
鉱
山
跡
を
た
ず
ね
る
】

■
日
時　

４
月
８
日
㈮
～
10
日
㈰

　

10
時
～
15
時
（
各
日
開
催
）

■
内
容

　

ふ
れ
あ
い
の
里
の
裏
山
に
眠
る

龍
王
鉱
山
跡
を
訪
ね
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
コ
ー
ス
（
コ
ー
ス
内
に
は

足
元
の
悪
い
場
所
が
あ
り
ま
す
）

■
定
員　

各
6
人

■
対
象　

中
学
生
以
上

■
参
加
費

　

３
０
０
０
円
（
弁
当
代
等
込
）

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
10
日
前
ま
で
に
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超
え

　

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
新
入
社
員
研
修

○
企
業
人
と
し
て
の
心
構
え

　

4
月
4
日
㈪

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
メ
ン

　
タ
ル
ヘ
ル
ス

　

4
月
5
日
㈫

○
新
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

　
4
月
6
日
㈬

○
技
能
職
電
気
一
般

　

4
月
7
日
㈭

○
技
能
職
機
械
一
般

　

4
月
8
日
㈮

※
新
入
社
員
研
修
の
申
込
期
限

　

3
月
25
日
㈮

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
ワ
ー
ド
基
本
操
作

　

4
月
9
日
㈯

　

申
込
期
限
…
3
月
25
日
㈮

○
エ
ク
セ
ル
基
本
操
作

　

4
月
16
日
㈯
・
23
日
㈯

　

申
込
期
限
…
4
月
1
日
㈮

■
問
合
せ　

　

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

URLh
ttp

://w
w

w
.ticc-eh

im
e.

or.jp/

　

各
講
座
は
受
講
料
と
テ
キ
ス
ト

代
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予

産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
（
全
10
回
）

　

４
月
８
日
開
講　

毎
週
金
曜
日

　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

■
場
所　

小
松
中
央
公
園

■
定
員　

10
人
（
予
定
）

■
受
講
料　

５
０
０
０
円

■
申
込
方
法　

氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し

郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
４
月
1
日

㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

西
条
市
テ
ニ
ス
協
会

　

〒
７
９
９

－

１
１
０
６

　

小
松
町
大
頭
甲
３
３
６

－

６　

　

小
笠
原
信
人　

宛

ＴＥＬ
・
FAX
０
８
９
８

－

７
２

－

３
６
７
２

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
各
種
教
室

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

テ
ニ
ス
教
室

●日時　３月25日㈮　10時～13時
●内容　もぎたてのイチゴを使ってクグロフとオ
　　　ムレットなど２品を作ります。
●講師　ＪＨＢＳ　一色美恵氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円　　●申込期限　３月18日㈮

●日時　３月29日㈫　10時～13時
●内容　キウイフルーツ・干し柿を使ってスイー
　　　ツを作ります。
●講師　㈱ケーオーホテル　佐野栄一氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円　　●申込期限　３月22日㈫

●日時　３月23日㈬　14時30分～15時30分
●内容　ピーマンとパプリカの食べ比べ、簡単な
　　　レシピ紹介。
●講師　野菜ソムリエ　野村純江氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 1,000円　　●申込期限　３月16日㈬

【臨時休館】　３月14日㈪・28日㈪は清掃作業などのため休館します。
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剣道

■申込方法　所定の申込書をスポーツ健康課へ提出。
　　　　　　　（電話での申込み不可。先着順）
■申込期間　３月１日㈫～３月11日㈮
■申 込 先　市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

西条西部体育館 20人10：30～12：00 バドミントン 西条西部体育館 40人10：30～12：00

太極拳 西条西部体育館 20人10：30～12：00

空手道 西条西部体育館 20人9：00～10：30

硬式テニス 西条西部公園 40人13：30～15：00

ゴルフ 小松ゴルフ場 20人13：30～15：00

卓球 西条西部体育館 40人13：30～15：00

スナッグゴルフ 西条運動公園 20人10：30～12：00

ソフトバレー 西条西部体育館 40人10：30～12：00 カヌー 20人9：30～11：30

水泳 丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター

20人13：30～15：00

ラグビー 西条運動公園 20人9：00～10：30

バレーボール 西条西部体育館 40人9：00～10：30 女子サッカー 西条西部公園 20人9：00～10：30

▼３月26日に実施する種目
種　　目 時　　間 会　　場 定員

▼３月27日に実施する種目
定員種　　目 時　　間 会　　場

※屋内競技は体育館シューズを持ってきてください。
※用具は主催者が準備しますが、用具の持ち込みもできます。
※水泳は、水着・水泳帽を持ってきてください。
※カヌーは、水に濡れてもよい服装で参加してください。

　小学生（新中学１年生も含む）を対象としたスポーツ体
験教室です。２日間の日程で、６種目まで体験できます。

主催：スポーツ体験教室実行委員会

３月26日㈯・27日㈰開催

■
日
時　

3
月
19
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
講
師　

郷
土
史
研
究
家　

　
　
　
　

加
藤
正
典
氏

■
演
題　

西
条
藩
の
炭
古
道　
　

　
　
　
　

―
記
憶
の
継
承
―

■
受
講
料　

５
０
０
円

※
ド
リ
ン
ク
付
。
総
合
・
丹
原
文

　

化
会
館
で
受
講
券
発
売
中
。

■
定
員　

20
人

■
問
合
せ　

総
合
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

５
５
０
０

【
ギ
タ
ー
講
習
会
】

■
日
時　

４
月
２
日
㈯
開
講

第
１
・
３
土
曜
日　

１５
時
～
１７
時

■
対
象　

小
学
生
以
上
（
未
成
年

の
方
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

■
定
員　

３０
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

月
１
５
０
０
円

【
ハ
ー
モ
ニ
カ
講
習
会
】

■
日
時　

４
月
９
日
㈯
開
講　
　

第
２
・
４
土
曜
日　

１９
時
～
２１
時

■
対
象　

中
学
生
以
上
（
未
成
年

の
方
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

■
定
員　

３０
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

月
１
５
０
０
円

【
申
込
期
間
】

　

３
月
１
日
㈫
～
３１
日
㈭

【
申
込
先
】　
総
合
文
化
会
館　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

５
５
０
０

【
ハ
ン
グ
ル
ク
ラ
ブ
　
中
級
】

■
日
時　

４
月
13
日
㈬
開
講

　

第
２
・
４
水
曜
日

　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

■
場
所　

丹
原
公
民
館

■
受
講
料　

年
５
０
０
０
円

　

   

（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
）    

【
中
国
語
講
座
　
初
級
・
中
級
】

■
日
時　

４
月
14
日
㈭
開
講

　

第
２
・
４
木
曜
日

　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

■
場
所　

初
級　

徳
田
公
民
館

　
　
　
　

中
級　

丹
原
公
民
館

■
受
講
料　

年
５
０
０
０
円

　

   

（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
）

【
日
本
語
教
室
】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

９
時
～
11
時
（
申
込
不
要
）

■
場
所　

丹
原
公
民
館

※
入
門
期
～
検
定
受
験
の
５
ク
ラ

　

ス
で
実
施
。（
受
講
無
料
）

【
申
込
先
】　

　

丹
原
町
国
際
交
流
協
会（
佐
伯
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
６
４
４

※
開
講
前
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

４
月
に
開
催
さ
れ
る
産
業
文
化

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
ダ
ン
ス
曲

「
西
条
踊
り
『ISH

I-ZU
CH

I

』」

に
合
わ
せ
て
踊
り
を
披
露
し
て
み

ま
せ
ん
か
？　

衣
装
・
振
り
付
け

は
自
由
で
す
。

■
開
催
日　

４
月
29
日
㈮

■
場
所

　

産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

■
申
込
期
限　

３
月
15
日
㈫

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

　

産
業
政
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
０▲昨年のダンスパフォーマンス

芸
術
文
化
地
産
知
賞
講
座

総
合
文
化
会
館

ギ
タ
ー
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
講
習
会

ち
さ
ん
ち
し
ょ
う

丹
原
町
国
際
交
流
協
会

語
学
講
座

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

参
加
者
募
集
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合宿都市
構想
推進企画

　西条市独自のスポーツトレーナー資格で、2017年愛媛国体開催を
視野に各種スポーツイベントで活躍していただく方を募集します。

■講習会場　総合体育館、総合福祉センターなど
■費　　用　14,000円以内
■定　　員　10人（応募多数の場合は抽選）
■応募条件　西条市在住で、資格取得後10年間程度活動できる方
■応募期限　４月５日㈫　
　　　　　　詳しい応募方法についてはお問い合せください。
■問 合 せ　西条合宿推進プロジェクト（西条商工会議所内）
　　　　　　℡0897－47－4844（受付：月～金曜日・９時～17時）

■講習日程

講習名

スポーツリーダー講習
（スポーツリーダー資格所有者は免除）

６月４日㈯

６月12日㈰

10月１日㈯

９月10日㈯

５月22日㈰

８月20日㈯

11月20日㈰

10月30日㈰

ウエイトトレーニング講習

市民救命士講習 午後４時間

午後４時間

午前３時間

午前３時間

午前３時間

終日８時間

終日７時間

午前３時間
または

午後３時間

テーピング講習

※４月20日㈬に説明会を行います。

西条市医師会講習

日 程 講習時間

　

現
在
の
介
護
保
険
事
業
計
画
を

見
直
し
、
新
た
に
平
成
24
年
度
か

ら
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
公

募
に
よ
る
市
民
委
員
や
学
識
経
験

者
に
よ
る
「
西
条
市
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し

ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
市
民
の
代
表
と

し
て
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格　

40
歳
以
上
の
市
内

在
住
者
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
関

係
者
を
除
く
）

■
募
集
人
員　

　

4
人
（
旧
市
町
か
ら
各
1
人
）

■
任
期　

平
成
23
年
4
月
～
平
成

24
年
3
月

■
応
募
方
法　

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
介
護
保
険

制
度
を
テ
ー
マ
と
し
た
応
募
動
機

を
４
０
０
字
詰
の
原
稿
用
紙
２
枚

程
度
に
ま
と
め
て
、
3
月
17
日
㈭

（
必
着
）
ま
で
に
提
出
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先　

　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１

　

明
屋
敷
１
６
４　

西
条
市
役
所

高
齢
介
護
課　

介
護
総
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
１
９

　　

介
護
相
談
員
は
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
が
感
じ
て
い
る
疑
問

や
不
満
な
ど
を
聞
き
、
そ
の
声
を

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
に
橋
渡
し

を
し
て
、
問
題
の
改
善
・
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

市
内
の
介
護
保
険
施
設
な
ど
へ

の
訪
問
、
定
期
的
な
連
絡
会
へ
の

参
加
。（
活
動
に
際
し
て
実
費
程

度
の
活
動
費
を
支
給
し
ま
す
）

■
応
募
資
格

　

市
内
に
在
住
す
る
方
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
に
富
み
、
高
齢
者

福
祉
に
情
熱
や
理
解
が
あ
る
方

■
募
集
人
員　

　

50
人

■
任
期　

平
成
23
年
４
月
～
平
成

25
年
３
月

■
募
集
期
間　

　

３
月
１
日
㈫
～
25
日
㈮

■
応
募
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
・
応
募
の
動
機

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
宛
先　

　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１

　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所
高
齢
介
護
課

■
応
募
先　

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

包
括
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
０
３

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
０
８

Eﾒｰﾙkoreikaigo@
saijo-city.jp

　　

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
（
Ｊ
Ｒ
高
松

駅
隣
）
で
開
催
さ
れ
る
「
四
国
の

祭
り
２
０
１
１
」
の
主
催
者
か
ら

「
西
条
祭
り
だ
ん
じ
り
」
へ
の

出
演
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
演
を
希
望
さ
れ
る
自
治
会
・

団
体
は
、
観
光
振
興
課
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
午
後
か
ら
夕
暮
れ
に
か
け
て
の

　

出
演
と
な
り
ま
す
の
で
、
夕
暮

　

れ
の
出
演
は
提
灯
を
つ
け
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

■
開
催
日　

5
月
3
日
㈫

■
募
集
台
数　

5
台
（
予
定
）

■
経
費
等　

主
催
者
か
ら
出
演
料

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
・
運

送
費
等
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

4
月
5
日
㈫
17
時

■
申
込
先

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　

観
光
振
興
課　

観
光
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
７

－
３
５
７
５▲昨年の四国の祭り2010

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員

会
委
員
を
募
集
し
ま
す

介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

四
国
の
祭
り
２
０
１
１

出
演
だ
ん
じ
り
を
募
集
し
ま
す
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　児童館と東予北・南地域交流センターでは、平成23年度
の幼児教室・クラブなどの参加者を募集します。
■申込方法
　各施設にある申込用紙に必要事項を記入して、受付日時
に参加を希望する施設へ提出してください。（重複申込は不可）

受付日時：３月16日㈬　９時30分～10時
※西条児童館と西条西部児童館の「絵画教室」の受付日時は、
　３月19日㈯９時30分～10時です。
※各幼児教室等は定員を設けています。会費が必要な教室等
　もありますので、詳しくは各施設へお問い合わせください。

西条西部児童館　氷見西新開59　℡0897－57－6061

東予南地域交流センター　石田402－1　℡0898－65－6680

東予北地域交流センター　三芳997　℡0898－66－4185

１歳児親子（平成21年４月
２日～平成22年４月１日生）

第１・３金曜日
10：30～ひよこ

第２・４金曜日
10：30～ぱんだ

水曜日（月３回）
10：30～うさぎ

木曜日（月３回）
10：30～こあら

小学生 第３土曜日
10：00～絵画教室

０歳児親子（平成22年４月
２日～平成22年９月30日生）

金曜日（月２回）
10：00～

水曜日（月３回）
10：00～

水曜日（月３回）
10：00～

木曜日（月３回）
10：00～

水曜日（月３回）
10：00～

木曜日（月３回）
10：00～

みかん

１歳児親子（平成21年４月
２日～平成22年４月１日生）

いちご

さくらんぼ

ばなな

めろん

みどり

木曜日（月３回）
10：00～きいろ

水曜日（月３回）
10：00～あか

木曜日（月３回）
10：00～あお

２歳児以上親子
（平成21年４月１日以前生）

２歳児以上親子
（平成21年４月１日以前生）

１歳児親子（平成21年４月
２日～平成22年４月１日生）

２歳児以上親子
（平成21年４月１日以前生）

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時

東予西児童館　広岡甲92－2　℡0898－66－5342

１・２歳児親子（平成20年
４月２日～平成22年４月１日生）

毎週水曜日
10：30～うさぎ

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時

西条児童館　大町456－1　℡0897－56－2511

１歳児親子（平成21年４月
２日～平成22年４月１日生）

第１・３水曜日
10：00～さくら

第２・４水曜日
10：00～もも

第１・３木曜日
10：00～たんぽぽ

２歳児以上親子
（平成21年４月１日以前生） 第２・４木曜日

10：00～すみれ

小学生 第３日曜日
10：00～絵画教室

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時

丹原児童館　丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960

１歳児親子（平成21年４月
２日～平成22年４月１日生）

毎週金曜日
10：30～らっこ

毎週木曜日
10：30～こぐま ２歳児以上親子

（平成21年４月１日以前生）

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時

　
「
西
条
の
さ
く
ら
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
絵
画
、
写
真
な
ど
の
美
術

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
す
べ
て
丹
原
文
化

会
館
に
展
示
し
ま
す
。

■
作
品
の
条
件

　

西
条
市
内
の
桜
を
題
材
と
し
た

も
の
で
、
応
募
者
本
人
が
制
作
し

た
未
発
表
の
も
の

■
募
集
期
間

　

３
月
25
日
㈮
～
４
月
22
日
㈮

■
作
品
展
示
期
間　

　

３
月
25
日
㈮
～
５
月
17
日
㈫

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
票
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
作
品
の
裏
面
に
貼
り
付

け
、
参
加
料
５
０
０
円
を
添
え
て

丹
原
文
化
会
館
ま
で
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
応
募
は
一
人
１
点
の
み

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

応
募
票
は
丹
原
文
化
会
館
、
総

合
文
化
会
館
、
市
役
所
本
庁
、
各

総
合
支
所
、
各
公
民
館
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

丹
原
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

３
５
５
５

西
条
さ
く
ら
咲
く
展

作
品
募
集



【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【３月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日

●木工教室
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
日時　３月12日㈯・26日㈯　13時30分～15時30分
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　３月５日㈯・19日㈯　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　３月９日㈬・16日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●木工・木彫作品展
　当館の木工教室生徒と市内愛好家の作品展。
期間　３月１日㈫～12日㈯
●パッチワーク・キルト展
　日野久子さんと仲間たちの作品展。
期間　３月15日㈫～27日㈰

【開館時間】９時～22時
【３月休館日】月曜日（21日開館）、22日㈫、23日㈬

●西条旧道を行く
　氷見から飯岡までの旧街道にある寺社・石碑・史跡・地
蔵などを紹介。
期間　３月12日㈯まで
●永納山古代山城跡のパネル展
　永納山古代山城跡の会主催で
国指定史跡・永納山城跡の謎を
パネルや立体模型で紹介。
期間　３月12日㈯まで
●市民愛蔵品展
　市民の方が所有されている美術品を展示。
期間　３月17日㈭～31日㈭

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【３月休館日】月曜日（21日開館）、22日㈫、23日㈬

●絵画展（前期）
　おりづる水墨画教室、田野洋画教室の皆さんによる作品
を展示。
期間　３月10日㈭まで
●絵画展（後期）
　地域の県展入選作品を含む日本画・洋画を展示。
期間　３月13日㈰～25日㈮

【開館時間】８時30分～17時　　【３月休館日】月曜日

●春休み短期水泳教室
日時　３月28日㈪～31日㈭（全４回）　16時～17時
対象　小学生（新１年生含む）　　参加費　4,000円
定員　25人（先着順）　　申込期限　３月17日㈭
※３月28日は休館日ですが、水泳教室のみ開催します。
※参加者には水中撮影したＤＶＤをプレゼントします。
※送迎バスの運行はありません。
●市内小・中学生無料開放日
日時　３月５日㈯・12日㈯　10時～12時
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
　当施設は水中モニターを設置して
います。水中での動きを映像にする
ため、効果的に水泳フォームをチェ
ックすることができます。
登録料　市民：無料　市外の方：1,000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　　ＤＶＤ録画　200円

【開館時間】10時～21時　【３月休館日】月曜日（21日開館）、22日㈫
※３月27日㈰は「カヌー教室」開催のため、一般開放は14時からです。

●椿一輪展
　愛媛小松つばき会の皆さん自慢の
銘椿を展示するほか、苗木の販売、
お茶の接待（10時～13時）を実施。
日時　３月５日㈯　９時30分～16時
　　　　　６日㈰　９時30分～15時
場所　椿交流館（椿ハウス）
　　　※オアシス館３階ロビーで椿生け花展を同時開催！
主催・問合せ　愛媛小松つばき会　℡0898－72－2631
●椿交流館の出展者募集！
　椿交流館のまちづくり展示コーナーに、あなたの作品を
展示してみませんか？　展示内容など詳しくは、オアシス
館のスタッフへ気軽にご相談ください。

　四国山脈のふもとの高台から、のどかな燧灘・道前平野
の遠望を楽しみながらゆったりとくつろげる天然温泉。
　弱アルカリ性の黄金の湯に浸かって、憩いのひとときを
お楽しみください。
■料金　大人（中学生以上）：400円
　　　　小人（３歳以上小学生以下）：200円
　　　　65歳以上・身体障害者：300円
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行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時 備　　　　考

絵画教室

21日㈪・29日㈫
13：30～15：30

小・中学生　定員：15人
材料費：30～400円
必要な物：絵の具道具

小・中学生　定員：16人
小学１～３年生は初級コース

木彫教室

26日㈯
13：30～15：30

七宝焼き教室

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴
必要な物：500mlペットボトル

12日㈯・30日㈬
10：00～12：00

楽しい電子工作
いやしペットボトル

６日㈰
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

楽しい電子工作
３曲オルゴール

26日㈯
10：00～12：00

５歳～小学６年生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
作品のお渡しには１週間ほどかかります

５歳～中学生　定員：15人
幼児は保護者同伴　材料費：250円
必要な物：エプロン

ポーセラーツ教室
オリジナルの食器を作ろう

６日㈰
13：30～15：30

小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具

小学生以上　定員：15人
１～３年生は保護者同伴

小学生　定員：20人
材料費：500円

５日㈯・19日㈯
10：00～12：00

将棋教室 27日㈰
13：30～15：00

小学生以上　定員：15人
材料費：350円
作品のお渡しには３週間ほどかかります

染め物教室 12日㈯
13：30～15：30

５歳～小学６年生　定員：20人
幼児は保護者同伴　材料費：200円

５歳～小学６年生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円

おもしろ紙ねんど教室 13日㈰
10：00～12：00

13日㈰
14：00～15：00五色百人一首で遊ぼう 幼児～中学生　定員：30人

簡単な子ども向け百人一首

イラスト教室 小学３年～中学生
定員：15人　材料費：100円

19日㈯
13：30～15：30

６日㈰
13：30～15：00囲碁教室 小・中学生　定員：10人

おもしろ竹細工教室
スズムシ作り

エコクラフト
かんたんかご作り

27日㈰
13：30～15：30

グラスアート教室
春のオーナメント作り

20日㈰
10：00～12：00

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや 毎週土曜日

14：00～14：30

楽しい英語絵本の読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日
11：00～11：30

こどもの国　３月の行事予定表　　　定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。

※４月の行事予定表は３月15日㈫からこどもの国にあります。

【開館時間】８時30分～17時
【３月休館日】月曜日（21日開館）、22日㈫、23日㈬

▼　プラネタリウム情報　▼
スペース西遊記～ブラックホールを駆け抜けろ！
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
　○火～土曜日：13時30分、15時
　○日曜・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
　※第２・４土曜日は、10時に無料投影を行っています。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）

●入山知子水彩画教室展
　市内在住の入山知子さんと
仲間たちの水彩画展。身近な
庭の花や果物などの静物を水
彩画で表現しました。
期間　３月２日㈬～29日㈫
●九州地方の石展
　故黒田武恒氏から寄贈された九州地方の鑑賞石を展示。
期間　３月２日㈬～29日㈫
●考古学講座
　「大久保遺跡・松ノ元遺跡の調査現場見学会」
日時　３月13日㈰　13時～16時
申込方法　３月11日㈮までに電話でお申し込みください。
※当講座は現地集合です。集合場所など詳しくは、お申し
　込みの際に説明します。
●考古学講座「久枝Ⅱ遺跡」
日時　３月27日㈰　13時～15時　　対象　小学生以上
講師　㈶愛媛県埋蔵文化財調査センター　柴田昌児氏

【開館時間】９時～17時
【３月休館日】月曜日（21日開館）、22日㈫、23日㈬

【開館時間】９時～17時30分　【３月休館日】水曜日、22日㈫、31日㈭

【開館時間】９時～17時
【３月休館日】月曜日（21日開館）、22日㈫、23日㈬

●特別展示　近世画人の作品展示
　当館が所蔵する沖冠岳、松本山雪、吉田蔵澤、鱸亀峰、
山本雲渓、藤本鉄石、加藤文麗の屏風や帖幅を展示。
期間　３月１日㈫～31日㈭

●雛人形と郷土玩具展
　全国各地の雛人形と伝統的郷土
玩具を30余種60点と、古代雛、芹
沢銈介・小島貞二等の作家の型絵
染などを展示中。
期間　４月３日㈰まで

【開館時間】９時～16時30分
【３月休館日】月曜日（21日開館）、22日㈫、23日㈬

●特別展示　新収蔵資料　後期展示
　　　　　　～小松藩旧庄屋　佐伯家資料から～
　小松町大頭の旧庄
屋・佐伯家から平成
21年に寄贈された貴
重な資料の数々を展
示。小松藩主文書、庄屋文書、江戸時代の扁額・掛軸・屏
風のほか、藩主拝領の裃や工芸品など、門外不出の品々を
初公開しています。　　期間　３月21日㈪まで
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●ゲーム遊び（要申込）
　３月12日㈯　14時～15時30分
　対象：小学生　　定員：15人

●リズム教室
　３月５日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生
●お茶会
　３月12日㈯　10時～11時30分
　定員：50人　　お茶券：150円
　内容：茶道クラブの子どもたちが、おいしいお茶とお菓子で
　　　　おもてなしをします。

●みんな集まれ！　放課後ドッジボール大会
　３月９日㈬　16時～16時45分　　対象：小学生
●ハンドメイド広場「おひなさま作り」（要申込）
　３月12日㈯　10時～11時　　対象：小学生　　定員：20人

このほか自由参加の催し物を開催中！　ぜひご参加ください。

●リトミック（要申込）
　３月19日㈯　10時30分～11時
　対象：３歳～未就学児　　定員：親子10組
●かんたん手芸「ビーズのマスコット」（要申込）
　３月26日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児・小学生　　定員：10人
●こども映画会「怪談レストラン」
　３月26日㈯　13時30分～14時50分
●かんたんクッキング「どらやき」（要申込）
　３月29日㈫　14時～　　対象：幼児・小学生　　定員：10人
　必要な物：エプロン、三角巾、ハンドタオル

【開館時間】８時30分～17時　【３月休館日】月曜日、22日㈫
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【開館時間】西条図書館：９時～22時
　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【３月休館日】
　西条図書館：31日㈭
　東予図書館：月曜日（21日開館）、８日㈫～13日㈰、22日㈫、23日㈬、
　　　　　　　31日㈭
　丹原図書館：金曜日、22日㈫、31日㈭
　小松温芳図書館：水曜日、22日㈫、31日㈭

●４日・18日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～15：30

●11日・25日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●５日・19日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：20
西条西中学校　　　　　10：50～11：10
東予西中学校　　　　　13：00～13：20
河北中学校　　　　　　13：30～14：00
丹原西中学校　　　　　14：30～15：00

●12日・26日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00

●６日・20日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：10
舟形バス停横　　　　　11：20～11：50

●７日・21日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20

●１日・15日・29日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：50～13：20
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～13：40
伊曽乃神社鳥居前　　　13：50～14：20
小松農村環境改善センター　14：40～15：10

●２日・16日・30日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20

●９日・23日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
旧大町公民館　　　　　15：40～16：20

●10日・24日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　３月12日㈯　15時～16時　　対象：幼児
○ぴよぴよお話会
　３月16日㈬　10時～11時　　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　３月16日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○おはなし会
　３月12日㈯　14時～14時30分　　対象：小学生以上
　３月24日㈭　10時30分～11時　　対象：乳幼児以上
小松温芳図書館
○おはなし会
　３月14日㈪　10時50分～　※石根保育所で開催
　３月26日㈯　10時30分～　※小松温芳図書館で開催
　対象：幼児以上

※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

▲移動図書館車「カワセミ号」
　カワセミ号の利用には、図書
館利用カードが必要です。カー
ドをお持ちでない方は、氏名・
住所・生年月日が確認できるも
のを持って、最寄りの図書館で
手続きしてください。
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西
条
市
で
は
、
高
齢
者
か
ら
の

Ｄ
Ｖ
相
談
が
急
激
に
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
相
談
者
の
多
く
は
、
昔

な
が
ら
の
「
女
ら
し
さ
」
「
良
妻

賢
母
」
と
い
う
言
葉
に
縛
ら
れ
、

自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
い
い
と
信

じ
、
長
年
の
暴
力
に
耐
え
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
体
力
、
気
力
の
衰
え

と
と
も
に
今
の
生
活
が
つ
ら
く
な

っ
た
こ
と
や
、
Ｄ
Ｖ
相
談
が
浸
透

し
た
こ
と
で
初
め
て
相
談
に
つ
な

が
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
老
後
の
こ
と
を
考
え
る

と
離
婚
に
も
踏
み
切
れ
ま
せ
ん
。

　

共
に
何
十
年
も
一
緒
に
暮
ら
し

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
今
更
、

新
し
い
生
き
方
を
選
択
す
る
こ
と

の
困
難
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

以
前
は
被
害
の
内
容
を
表
現
す

る
適
切
な
言
葉
が
な
く
、
社
会
的

な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
女
性
は

暴
力
を
受
け
入
れ
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
何
十
年
も
前
か
ら

「
Ｄ
Ｖ
は
人
権
侵
害
」
だ
と
認

識
さ
れ
て
い
た
ら
ど
う
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
？

　

家
庭
と
は
子
ど
も
が
人
間
関
係

を
学
習
す
る
初
め
て
の
場
所
で
も

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
は
自
分
が
愛

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
な
け
れ

ば
安
心
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
保
護

者
が
子
ど
も
を
慈
し
み
、
お
互
い

を
尊
重
し
あ
っ
て
い
れ
ば
自
然
に

そ
れ
を
見
な
が
ら
豊
か
な
人
間
形

成
を
し
て
い
け
る
の
で
す
。

　
「
三
つ
子
の
魂
…
」
と
言
う
よ

う
に
幼
い
こ
ろ
の
環
境
は
と
て
も

大
切
で
す
。
ま
ず
は
家
庭
で
人
権

学
習
を
ス
タ
ー
ト
し
、
学
校
教
育

な
ど
で
年
齢
に
応
じ
た
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
て
お
け
ば
、
将
来

加
害
者
・
被
害
者
に
な
る
確
率
が

グ
ッ
と
低
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

最
近
、
ち
ま
た
で
は
「
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
」
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
、
若
い
世
代
を
対
象

に
し
た
講
演
会
も
各
地
で
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
人
の
人
間
と
し
て
相
手
を
思

い
や
る
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
関
心
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ま
ず
は
家
族
に
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
せ
ん
か
。

人権教育はまず家庭から
女性児童福祉課婦人相談員　岡部千里№76

ありがとうございました
　次の方々からご厚志をいただきました。
心からお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

■まごころ銀行へ
▽野島尚昌（桑村）▽佐々木康成（北条）
▽芥川敏明（福成寺）▽今井吟子（小松町
新屋敷）▽西条市立南中学校第15回卒業生
いちご会▽国興産業㈱

■養護老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽新
聞　芥川秀人（神拝甲）▽押し花指導　佐
藤ミヨ（大町）▽草引き　天理教青年会道
前支部

■養護老人ホーム石燧園へ
▽編物奉仕　周桑天理教婦人部

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽歌　玉井キヨ子（小松町大頭）▽カレン
ダー作り・喫茶　コープえひめ福祉グルー
プ▽清掃奉仕　石根保育所保護者会▽誕生
会（日本舞踊披露）　伊千弥会

　昨年11月21日に開催された花王ファミリーコンサートin西条「米良
美一　愛のうたコンサート」の収益金全額で、花王㈱から市内小学校
に音楽教材機器が寄贈されることとなり、１月17日に花王グループで
ある愛媛サニタリープロダクツ㈱の中西望工場長（写真右）から市長
へ目録が手渡されました。
　寄贈いただいた教材機器は、
授業などで有効に使わせていた
だきます。
　なお、同社からは、平成21年
度においても、花王ファミリー
コンサートの収益金で、市内中
学校に音楽教材機器を寄贈いた
だいています。

「花王ファミリーコンサート in 西条」の収益金で
市内小学校に音楽教材機器が寄贈されました

　車の中に積みっぱなしになっている荷物はありませんか？
　たくさんの荷物を積んだままだと、燃費は悪化します。必要の
ない荷物は、車から降ろす習慣を身に付けましょう。
　ルーフキャリアも空気抵抗となるので、ほとんど使わない方は
ルーフキャリアの装着をやめてみるのも一つの策です。
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牛
は
古
く
か
ら
農
耕
や
運
搬
な
ど
の
役
用

と
し
て
大
活
躍
し
て
き
ま
し
た
が
、
農
業
の

機
械
化
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
役
割
を
終
え
、

肉
用
と
し
て
改
良
さ
れ
ま
し
た
。

　

牛
肉
の
お
い
し
さ
は
、
柔
ら
か
く
、
肉
汁

が
多
く
て
、
風
味
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

市
内
の
畜
産
農
家
で
は
、
安
全
で
安
心
な

お
い
し
い
牛
肉
を
作
る
た
め
に
、
但
馬
牛
の

血
統
の
多
い
牛
を
導
入
し
、
一
貫
経
営
を
め

ざ
し
て
繁
殖
か
ら
子
牛
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
サ
の
違
い
に
よ
っ
て
お
い
し
さ

が
変
わ
る
の
で
、
自
家
配
合
の
新
鮮
な
飼
料

を
食
べ
さ
せ
、
温
暖
で
穏
や
か
な
気
候
を
生

か
し
、
愛
情
を
込
め
て
育
て
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
、

ほ
か
の
ブ
ラ
ン

ド
肉
に
負
け
な

い
上
位
に
格
付

け
さ
れ
た
牛
肉

が
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

牛
肉
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
表
示

さ
れ
て
い
る
個

体
識
別
番
号

で
、
牛
の
生
産

履
歴
（
出
生
か
ら
お
肉
に
な
る
ま
で
）
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　牛は肉として食べるまで味が判
断できません。当店では、地元で
育った牛を指定して仕入れ、育て
の親にも味わってもらうことで、
よりおいしい牛肉を提供できるよ
うにしています。肉巻き卵は子ど
もが大好きな料理なので、お弁当
に入れてみてはいかがでしょうか。

青野精肉店
青野仁志さん

た
じ
ま
う
し え

き
よ
う

①　牛もも肉のスライス（できるだけ幅の広いもの）で
　ゆで卵を包むように巻く。
②　砂糖、しょうゆ、みりんを鍋に入れて溶かしておく。
③　ゆで卵を巻いた肉のつなぎ目を下にして、溶かした
　②の中に並べる。
④　鍋のふたをして、弱火で10分、肉巻き卵を裏返して
　弱火で10分、ふたを開け強火で肉巻き卵をころがしな
　がら煮つめて出来上がり。

※冷めてから切る方が、壊れなくてきれいに切れます。

　牛肉の中でも、特に赤身肉には鉄が豊富に含まれています。野
菜や海藻などの植物性食品に含まれる鉄に比べ、肉や魚などの動
物性食品に含まれる鉄はとても吸収が良いため、貧血の予防・改
善にお勧めです。肉類は良質のタンパク質に富むと同時に、脂質
も多いので、バランス良く食事に取り入れましょう。

牛もも肉（スライス）５枚‥  300ｇ　　  ゆで卵 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ５個
砂糖 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  35ｇ　　  しょうゆ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 50ml
みりん ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 50ml

エネルギー ‥‥‥‥‥ 246kcal　　　タンパク質 ‥‥‥‥‥‥  19.7ｇ
脂肪 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.5ｇ　　　塩分 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.7ｇ

素材・分量（５個・５人分）

栄養価（１個当たり）

栄養士チェック

　料理には手間のかかるものもありますが、今回
紹介した肉巻き卵やぎょうざなど簡単にできるも
のもあります。
　家族で一緒に料理することは絆を深め、子ども
たちが料理に興味を持つきっかけになります。ま
た、余分な塩分を控え、添加物を少なくできるの
で、体にやさしく安全です。それに手間をかけた
分、おいしさが増します。
　子どものころに家族みんなで料理して食べたも
のは、良い思い出となり大人になっても忘れない
ものです。我が家の秘伝の味を伝えるチャンスに
もなります。

家族みんなで楽しく料理を！

青野精肉店
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　寒風にも負けずに集まった87チーム・518人のランナーが、互い
の健脚を競った「駅伝競走大会（東予会場）」。
　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯを中心とした東予運動公園内周回
コースの沿道は、温かい声援が途絶えることがありませんでした。

日本代表・長友佑都選手に西条市特別賞を贈呈

貴重な 文化財 を火災から守れ！1/30　鍛錬の成果 と 意地 がタスキをつなぐ

1/15～16  公民館 フェスティバル

チームワーク が持ち味の元気あふれる 西条っ子 が実力を発揮！

　サッカーのアジアカッ
プで全試合に出場し、攻
守の要として日本を優勝
に導いた当市出身の長友
佑都選手。そのひたむき
な姿は、市民に大きな感
動と希望を与えてくれま
した。市ではこの功績を
称え「西条市特別賞」を
贈呈しました。
　現在、長友選手はイタ
リア１部リーグのインテ
ルミラノでのシーズン中
のため、賞状と記念品は
母・美枝さんに受け取っ
ていただきました。

　市内の29の公民館を
拠点として、各種の取
り組みを行っているサ
ークルやグループなど
の皆さんの活動成果や
作品などを発表する、
「公民館フェスティバ
ル」が総合文化会館で
開催されました。
　２日間で約2,100人
もの市民等が会場を訪
れ、プロ顔負けの熱演
や力作を鑑賞したり、
創作活動を体験するな
どして、文化の香りを
楽しみました。

　第40回県少年サッカー選手権大会で優勝を果たした「ＦＣ水都」と、第７回Ｊヴィレッジなでしこカップ県予選大会を制した「ひ
うちドリームス」の選手や関係者の皆さんが、優勝報告のために市役所を訪れました。
　「ＦＣ水都」の皆さんは初優勝を遂げるまでの苦しかった練習や大会でのエピソードなどを、３年連続しての全国大会出場となっ
た「ひうちドリームス」の皆さんは全国のライバルとの試合に懸ける決意などを、それぞれ熱く語ってくれました。

　早春の穏やかな天候のもと、梅の花が見ごろとなった市民
の森で、２月13日に「梅まつり」が開催されました。
　淡い梅の香りが漂う梅林園では多くの来場者が散策やお茶
席を楽しみ、また考古歴史館では短歌・川柳・俳句大会や写
真展・餅つきなどが行われ、さらに冒険広場駐車場でもしょ
うが湯がサービスされるなど、市民の森は春の気配を楽しむ
人たちで終日にぎわいました。

　文化財防火デーの１月26日、市指定文化財や貴重な民具等
を所蔵する東予郷土館で、消防訓練が実施されました。初期
消火活動や避難誘導、消防隊による放水訓練等も行われ参加
者は普段からの積み重ねの重要性を再認識しました。

▲

日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露

▲「
ひ
う
ち
ド
リ
ー
ム
ス
」の
皆
さ
ん

▲

「
Ｆ
Ｃ
水
都
」の
皆
さ
ん

▲

あ
と
は
任
せ
た
ぞ
っ
！

▲

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
火
災
の
た
め
に…

▲

咲
き
誇
る
梅
を
愛
で
な
が
ら
茶
の
湯
で
一
服

春の気配に誘われて…  市民の森 梅まつり
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんにちは。私はウェズリー・オリバーと申します。アメリカ合　
　　　　　　　　　　　　　　　　　衆国のミネソタ州のミネアポリス市の出身です。「湖の街」と言わ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　れている市です。有名なミシシッピ川が真ん中に流れています。地　
　　　　　　　　　　　　　　　　　元での趣味は水辺を散歩することでした。他に喫茶店で外国語と経　
　　　　　　　　　　　　　　　　　済の勉強をすること、美術館に美術品を見に行くこと、公園でリラ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　ックスしながらテクノやインディの音楽を聞くことや世界の料理を
　　　　　　　　　　　　　　　　　食べに行くことを楽しんでいました。そして、シティーボーイと言
われていました。初めて小松町のように静かな地区に住みましたが、海と山があるこの西条市の雰囲気が
好きです。日本人の友達と石鎚山へハイキングに行きました。書道することも好きです。
　西条市の人と話している時に、よく日本と米国を比べるようにお願いされます。「アメリカは道がこん
なに狭いのか」とか「アメリカ人は毎日牛乳を飲むのか」というような質問をされます。一般的なアメリ
カやアメリカ人について話すことは難しいことです。アメリカには50州もありますから、習慣は州や地域
によって違うのです。ミネソタについて話すと、都会の人、郊外の人、田舎の人、それぞれの習慣や文化
を持っています。米国は人々の多様性に富んでいる国ですから。でも、多くの人は民主主義や個人主義の
理想を持っていると思いますので「地域によって違う」とか「人はそれぞれ」という言葉をよく使います。
　日本にも多様化があると思います。私は３年前に学生として東京の麻布と高田馬場に住んでいましたが、
小松地区での生活とは全然違います。やはり、一般的な日本についても話しにくいです。
　ただし、確実に言えるのは、西条市の人たちは丁寧で優しいことだと思います。私はここに住んだり、
人々と話したりすることが好きです。私と地元住民は共通することが多いと思います。よろしくお願いし
ます。

▲外国語指導助手
　ウェズリー・オリバーさん

ウェズリー・オリバーの
自己紹介
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■行政相談
○３月１日㈫・４月５日㈫　13時～15時
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○３月８日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○３月22日㈫　９時～12時　徳田公民館　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○３月８日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○３月18日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218

■人権相談
○３月８日㈫　13時～17時　壬生川公民館
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局人権相談室
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188

■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。（予約受付は３月１日㈫～）
○３月９日㈬・23日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○３月16日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134

■消費生活相談
　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分 市庁舎本館市民相談課 ℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　 各総合支所総務課（電話番号は９頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700

■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　３月15日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田

■社会保険出張相談
　３月９日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ

■社会保険等相談
　３月10日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482

■無料土地建物取引相談
　３月８日㈫　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ・主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988

■無料不動産相談
　３月10日㈭　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141

■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■お酒の悩み相談
　３月23日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

■補聴器相談会
　３月16日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階102会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214

■精神障害者の家族相談会
　３月17日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

日時・場所　○４月１日㈮　10時～15時
　　　　　　　市民会館２階会議室（東予総合支所隣）
　　　　　　○４月５日㈫　10時～15時
　　　　　　　総合文化会館２階研修室
内容　土地・建物の登記、土地境界、供託・訴訟の手続きなど
問合せ　愛媛県土地家屋調査士会　℡089－943－6769
　　　　愛媛県土地家屋調査士会西条支部　℡0897－52－0310

日時　３月８日㈫・22日㈫　13時～17時
場所　ハローワーク西条
内容　心のケアから「自立」に必要なスキルアップまで、トー
　　タルにサポートします。
対象　おおむね40歳未満で就業していない方、その保護者
問合せ　東予若者サポートステーション　℡0897－32－2181
　　　　月・火・水・金曜日：10時～18時　木曜日：13時～21時

東予若者サポートステーション出張相談会土地家屋調査士・司法書士・公証人　無料法律相談
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当
西
条
市
は
人
口
11
万
５
千
人

で
、
急
性
心
筋
梗
塞
を
発
症
し
た

場
合
、
緊
急
治
療
が
可
能
な
病
院

は
現
在
１
施
設
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
は
公
立
周
桑
病
院
、
済
生
会

西
条
病
院
で
も
治
療
が
行
わ
れ
て

お
り
、
決
し
て
医
療
機
器
が
装
備

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
く
、

医
師
不
足
が
原
因
な
の
で
す
。

　

西
条
市
に
も
、
以
前
は
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
に
携
わ
る
循
環
器
専
門

医
が
10
人
近
く
い
た
時
期
が
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
、
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
を
行
っ
て
い
る
循
環
器
常
勤

医
師
は
、
西
条
中
央
病
院
に
勤
務

す
る
私
を
含
め
４
名
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
の

ス
タ
ッ
フ
の
補
充
を
い
た
だ
け
る

よ
う
我
々
を
含
め
他
の
施
設
の
多

く
の
先
生
方
が
要
望
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
タ
ッ
フ

不
足
は
当
西
条
市
だ
け
で
は
な
い

た
め
、
当
面
は
乗
り
切
っ
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
ど
の
よ
う
な
工
夫
と
認
識

が
必
要
か
、
私
見
を
含
め
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
循
環
器
救
急
受
け
入
れ
施
設
と

し
て

　

当
西
条
中
央
病
院
に
急
性
心
筋

梗
塞
で
搬
入
さ
れ
た
患
者
を
、
い

か
に
ス
ム
ー
ズ
に
か
つ
安
全
に
治

療
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
治
療

に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
職
員
が
、

自
分
の
役
割
を
確
実
に
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
日
々
の
鍛
錬
が

必
要
で
す
。
専
門
知
識
の
習
得
ば

か
り
で
な
く
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
お

よ
び
職
員
自
身
の
健
康
管
理
も
極

め
て
重
要
で
す
。
医
療
ス
タ
ッ
フ

自
ら
喫
煙
を
し
て
い
る
よ
う
で
は

論
外
で
あ
り
ま
す
。

②
循
環
器
専
門
医
が
常
勤
し
て
い

な
い
救
急
受
け
入
れ
施
設
の
現
状

　

西
条
地
区
は
２
次
救
急
を
輪
番

制
で
行
っ
て
お
り
、
特
に
時
間
外

に
は
、
急
性
心
筋
梗
塞
と
い
え
ど

も
循
環
器
医
師
の
い
な
い
病
院
に

搬
送
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
、
緊
急
治
療

が
必
要
と
判
断
さ
れ
次
第
、
い
か

に
迅
速
に
、
３
次
救
急
施
設
に
搬

送
で
き
る
か
が
重
要
で
す
。

　

現
在
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
病
院
搬
送
前
の
時
点
で
急
性

の
心
臓
疾
患
が
強
く
疑
わ
れ
た
場

合
、
循
環
器
専
門
医
が
い
な
い
２

次
救
急
施
設
の
当
直
の
先
生
に
と

っ
て
は
非
常
に
受
け
入
れ
が
し
づ

ら
い
こ
と
で
す
。

　

以
前
で
あ
れ
ば
、
２
０
０
床
規

模
の
病
院
の
場
合
、
循
環
器
内
科

医
師
、
消
化
器
内
科
医
師
が
常
勤

し
、
病
院
の
中
で
専
門
性
に
応
じ

て
診
療
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は

残
念
な
が
ら
当
院
の
場
合
、
消
化

器
内
科
医
師
が
不
在
、
他
の
施
設

は
循
環
器
内
科
医
師
が
不
在
と
い

う
状
況
で
あ
る
こ
と
が
極
め
て
大

き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
と
な
り
約
２

年
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
専
門

医
不
在
を
救
済
し
て
も
ら
え
る
よ

う
根
気
強
く
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

③
患
者
の
立
場
と
し
て

　

医
師
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が

循
環
器
診
断
装
置
の
性
能
は
め
ざ

ま
し
く
向
上
し
て
い
ま
す
。
我
々

に
で
き
る
こ
と
は
、
心
臓
病
か
ら

自
分
を
守
る
た
め
に
ま
ず
自
分
の

状
態
を
客
観
的
に
識
る
こ
と
で
す
。

　

従
来
は
、
狭
心
症
が
疑
わ
れ
れ

ば
、
そ
の
都
度
カ
テ
ー
テ
ル
検
査

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で

は
、
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
は
実
際
の

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
必
要
性
の
高

い
患
者
さ
ん
に
対
し
優
先
し
て
行

わ
れ
、
専
ら
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
冠
動

脈
造
影
で
治
療
方
針
を
決
め
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

重
要
な
の
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
検

査
と
異
な
り
検
査
侵し

ん
し
ゅ
う

襲
が
少
な
い

た
め
、
検
査
の
安
全
性
が
高
く
、

症
状
の
あ
る
な
し
に
関
係
な
く
広

く
行
え
る
こ
と
で
す
。
Ｃ
Ｔ
で
わ

か
る
こ
と
は
、
自
分
の
心
臓
の
血

管
（
冠
動
脈
）
の
動
脈
硬
化
の
状

態
で
す
。
端
的
に
言
え
ば
、
自
分

が
将
来
心
筋
梗
塞
を
起
こ
す
可
能

性
が
あ
り
そ
う
か
否
か
を
画
像
か

ら
識
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
急
性

心
筋
梗
塞
は
プ
ラ
ー
ク
と
呼
ば
れ

る
冠
動
脈
硬
化
病
変
の
局
所
的
増

大
、
破
裂
が
原
因
で
す
が
、
あ
る

程
度
大
き
く
な
る
ま
で
は
無
症
状

で
、
Ｃ
Ｔ
で
偶
然
発
見
さ
れ
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　

以
前
な
ら
、
無
症
状
な
ら
異
常

な
し
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
治

療
の
必
要
な
し
と
判
断
し
て
い
た

場
合
で
も
、
Ｃ
Ｔ
で
冠
動
脈
に
増

大
し
た
プ
ラ
ー
ク
が
発
見
さ
れ
た

場
合
、
無
症
状
で
も
積
極
的
な
生

活
指
導
と
薬
物
治
療
が
行
わ
れ
、

将
来
の
心
筋
梗
塞
を
防
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
症
状
が
あ
る
場
合
は
カ
テ

ー
テ
ル
治
療
が
行
わ
れ
、
突
然
の

心
筋
梗
塞
を
防
ぐ
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
急
性
心
筋
梗

塞
の
予
防
の
基
本
は
、
Ｃ
Ｔ
で
自

分
の
冠
動
脈
の
状
態
を
識
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

夜
間
、
急
に
胸
が
苦
し
く
な
っ

て
救
急
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
前

に
、
も
し
、
少
し
で
も
気
に
な
る

症
状
が
あ
る
場
合
は
、
生
活
習
慣

の
見
直
し
（
喫
煙
、
高
血
圧
、
糖

尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
肥
満
な
ど

の
冠
危
険
因
子
と
呼
ば
れ
る
疾
患

の
是
正
）
と
と
も
に
、
早
め
の
受

診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

我
々
は
か
か
り
つ
け
医
と
連
携

し
、
で
き
る
だ
け
ス
ム
ー
ズ
な
検

査
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
西
条
市
に
お
け
る
救
急

医
療
の
実
態
と
問
題
点
を
循
環
器

診
療
の
観
点
か
ら
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の

健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
救
急
医

療
を
担
う
我
々
医
療
者
側
の
日
々

の
努
力
に
加
え
、
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

西条市医師会会員　
西条中央病院循環器科 松本有司

急
性
心
筋
梗
塞
の
予
防
と
循
環
器
救
急
の
問
題
点

―
ま
ず
は
自
分
で
診
て
識
ろ
う―

み

し
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11日㈮　 9：30～11：00　小松保健センター

８日㈫　 9：30～11：00　中央保健センター

７日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

３日㈭　 9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆子育て総合相談窓口「ぽかぽか広場」
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、
　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時　※相談受付14時30分まで
○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　３月４日㈮
○東予保健センター　３月25日㈮
○丹原保健センター　３月11日㈮
○小松保健センター　３月18日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　３月28日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　３月22日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■３月の献血日程
◆総合福祉センター（もてこい元気館）
　３月15日㈫　10時～16時
○問合せ　西条ライオンズクラブ
　　　　　℡0897－56－3980

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

15日㈫
24日㈭

29日㈫

17日㈭
16日㈬

10日㈭
１日㈫

13：00～13：30 東予 東予平成22年11月１日～
11月30日の出生児

平成22年11月１日～
12月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央

平成21年８月１日～
８月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成20年２月１日～
２月28日の出生児13：00～14：00 中央 西条

西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善

中央保健センター

▼食生活プランニング講座日程等 ※申し込みは前日まで受付

３月18日㈮

東予保健センター ３月11日㈮

丹原保健センター ３月25日㈮

小松保健センター ３月４日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 受講時間

※中央保健センターと東予保健センターでは、助
　産師による母乳相談も実施しています。

▼ウォーキング教室の日程等　※祝日は休講します。

４月８日～７月29日の金曜日　　９時30分～11時中央保健センター

４月15日～７月29日の金曜日　　13時30分～15時東予保健センター

４月13日～７月27日の水曜日　　９時30分～11時丹原保健センター

４月12日～７月26日の火曜日　　13時30分～15時小松保健センター

日　　　時場所・申込先

対象　おおむね30歳以上の市民
内容　正しい歩き方やストレッチ運動を習得し、３～５㎞のコースをウォー
　キングします。定期的に体組成などを測定し、身体状況を評価します。
申込先　３月９日㈬から開催場所の保健センターで受け付けます。教室の開
　催期間中であれば、いつからでも参加でき、参加回数も自由です。

　ウォーキングは簡単にできる有酸素運動の一つ
です。いつでもどこでも気軽にできるため、気分
転換にもなり、ストレス解消にもつながります。
　ウォーキングを始めようと思っている方、正し
い歩き方を再確認したい方は、ぜひ教室にご参加
ください。今回の教室では、ポールを使って歩く
ノルディックウォーキングも行います。

　麻しん（はしか）・風しん予防接種は、平成18年度から混合ワクチンの２回接種と
なり、平成20年度から平成24年度までは、これまでの第１期（１歳以上２歳未満）・
第２期（年長児）に加え、中学１年生・高校３年生相当者も対象となります。
　接種期間内に予防接種を受ける場合の接種費用は無料ですが、接種期間を過ぎて受
ける場合は１万円程度の接種費用を個人負担することになります。
　対象となる方で、まだ予防接種を受けていない方は、期間内に受けてください。

第１期　１歳以上２歳未満

※接種券・予診票を紛失された場合は再交付しますので、最寄りの保健センターへご連絡ください。

区　　　分 対象者の生年月日等 接　種　期　間 接種券・予診票

第２期　年長児

第３期　中学１年生

第４期　高校３年生相当

平成22年度麻しん・風しん予防接種の対象者

平成16年４月２日～平成17年４月１日

平成23年
３月31日までに
接種してください。

２歳になるまでに接種し
てください。

「育児のしおり」の
中にあります。

平成22年４月上旬に
対象者へ郵送してい
ます。

１歳以上２歳未満

平成９年４月２日～平成10年４月１日

平成４年４月２日～平成５年４月１日

ノルディックウォーキング

　今までの子宮頸がん検診の方法は、
綿棒を使って子宮の入り口の細胞を採
取していましたが、平成23年度からは
ブラシを使って採取する「ブラシ法」
へ変更することになりました。
　ブラシ法はより多くの細胞を採取す
ることがきるため、精度の高い検診を行うことができます。ただし
綿棒を使った方法よりも広範囲から細胞を採取するため、出血を起
こしやすくなります（※出血のほとんどは自然に止まります）。
　子宮頸がんは、検診によって早期発見でき、ほぼ100％予防でき
るといわれています。ぜひ、検診を受診してください。
※平成23年度の検診日程につきましては、広報さいじょう４月号に
　折り込みの「平成23年度健康カレンダー」でご確認ください。

　1882（明治15）年３月24日に原因菌が発見された
結核。日本では人口の高齢化に伴って、結核患者も
高齢者の割合が増加傾向にあります。
　世界保健機関（ＷＨＯ）では、1997（平成９）年
から毎年３月24日を「世界結核デー」と制定し、病
気の予防と治療のための啓発活動を行うとともに、
ＤＯＴＳ（ドッツ）という強力な患者支援を核とし
た総合的な結核対策戦略の促進を行っています。
　結核の治療・感染予防には早期発見・早期治療が
重要です。次のような症状が長く続くようであれば
必ず診療を受けてください。

● 咳（せき）が２週間以上続く
● 痰（たん）がでる（痰に血が混ざる）
● 体がだるい
● 微熱が続く

世界結核デー ３月24日㈭
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11日㈮　 9：30～11：00　小松保健センター

８日㈫　 9：30～11：00　中央保健センター

７日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

３日㈭　 9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆子育て総合相談窓口「ぽかぽか広場」
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、
　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時　※相談受付14時30分まで
○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　３月４日㈮
○東予保健センター　３月25日㈮
○丹原保健センター　３月11日㈮
○小松保健センター　３月18日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　３月28日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　３月22日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■３月の献血日程
◆総合福祉センター（もてこい元気館）
　３月15日㈫　10時～16時
○問合せ　西条ライオンズクラブ
　　　　　℡0897－56－3980

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

15日㈫
24日㈭

29日㈫

17日㈭
16日㈬

10日㈭
１日㈫

13：00～13：30 東予 東予平成22年11月１日～
11月30日の出生児

平成22年11月１日～
12月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央

平成21年８月１日～
８月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成20年２月１日～
２月28日の出生児13：00～14：00 中央 西条

西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善

中央保健センター

▼食生活プランニング講座日程等 ※申し込みは前日まで受付

３月18日㈮

東予保健センター ３月11日㈮

丹原保健センター ３月25日㈮

小松保健センター ３月４日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 受講時間

※中央保健センターと東予保健センターでは、助
　産師による母乳相談も実施しています。

▼ウォーキング教室の日程等　※祝日は休講します。

４月８日～７月29日の金曜日　　９時30分～11時中央保健センター

４月15日～７月29日の金曜日　　13時30分～15時東予保健センター

４月13日～７月27日の水曜日　　９時30分～11時丹原保健センター

４月12日～７月26日の火曜日　　13時30分～15時小松保健センター

日　　　時場所・申込先

対象　おおむね30歳以上の市民
内容　正しい歩き方やストレッチ運動を習得し、３～５㎞のコースをウォー
　キングします。定期的に体組成などを測定し、身体状況を評価します。
申込先　３月９日㈬から開催場所の保健センターで受け付けます。教室の開
　催期間中であれば、いつからでも参加でき、参加回数も自由です。

　ウォーキングは簡単にできる有酸素運動の一つ
です。いつでもどこでも気軽にできるため、気分
転換にもなり、ストレス解消にもつながります。
　ウォーキングを始めようと思っている方、正し
い歩き方を再確認したい方は、ぜひ教室にご参加
ください。今回の教室では、ポールを使って歩く
ノルディックウォーキングも行います。

　麻しん（はしか）・風しん予防接種は、平成18年度から混合ワクチンの２回接種と
なり、平成20年度から平成24年度までは、これまでの第１期（１歳以上２歳未満）・
第２期（年長児）に加え、中学１年生・高校３年生相当者も対象となります。
　接種期間内に予防接種を受ける場合の接種費用は無料ですが、接種期間を過ぎて受
ける場合は１万円程度の接種費用を個人負担することになります。
　対象となる方で、まだ予防接種を受けていない方は、期間内に受けてください。

第１期　１歳以上２歳未満

※接種券・予診票を紛失された場合は再交付しますので、最寄りの保健センターへご連絡ください。

区　　　分 対象者の生年月日等 接　種　期　間 接種券・予診票

第２期　年長児

第３期　中学１年生

第４期　高校３年生相当

平成22年度麻しん・風しん予防接種の対象者

平成16年４月２日～平成17年４月１日

平成23年
３月31日までに
接種してください。

２歳になるまでに接種し
てください。

「育児のしおり」の
中にあります。

平成22年４月上旬に
対象者へ郵送してい
ます。

１歳以上２歳未満

平成９年４月２日～平成10年４月１日

平成４年４月２日～平成５年４月１日

ノルディックウォーキング

　今までの子宮頸がん検診の方法は、
綿棒を使って子宮の入り口の細胞を採
取していましたが、平成23年度からは
ブラシを使って採取する「ブラシ法」
へ変更することになりました。
　ブラシ法はより多くの細胞を採取す
ることがきるため、精度の高い検診を行うことができます。ただし
綿棒を使った方法よりも広範囲から細胞を採取するため、出血を起
こしやすくなります（※出血のほとんどは自然に止まります）。
　子宮頸がんは、検診によって早期発見でき、ほぼ100％予防でき
るといわれています。ぜひ、検診を受診してください。
※平成23年度の検診日程につきましては、広報さいじょう４月号に
　折り込みの「平成23年度健康カレンダー」でご確認ください。

　1882（明治15）年３月24日に原因菌が発見された
結核。日本では人口の高齢化に伴って、結核患者も
高齢者の割合が増加傾向にあります。
　世界保健機関（ＷＨＯ）では、1997（平成９）年
から毎年３月24日を「世界結核デー」と制定し、病
気の予防と治療のための啓発活動を行うとともに、
ＤＯＴＳ（ドッツ）という強力な患者支援を核とし
た総合的な結核対策戦略の促進を行っています。
　結核の治療・感染予防には早期発見・早期治療が
重要です。次のような症状が長く続くようであれば
必ず診療を受けてください。

● 咳（せき）が２週間以上続く
● 痰（たん）がでる（痰に血が混ざる）
● 体がだるい
● 微熱が続く

世界結核デー ３月24日㈭



広報さいじょう　2011　３月号 30

６
㈰
13
㈰
20
㈰
21
㈪
27
㈰

１
㈫
２
㈬
３
㈭
４
㈮
５
㈯
７
㈪
８
㈫
９
㈬
10
㈭
11
㈮
12
㈯
14
㈪
15
㈫

16
㈬
17
㈭
18
㈮
19
㈯
22
㈫
23
㈬
24
㈭
25
㈮
26
㈯
28
㈪

日

29
㈫

31
㈭

30
㈬

　近年、救急車の不適切な利用が増加しています。
　救急車は、けがや急病などで緊急に病院に搬送しなければならない傷病者のための
ものです。緊急ではないのに救急車を要請すると、本当に救急車を必要とする事故が
発生した場合、遠くの救急車が出動することになり、到着が遅れることで救える命が
救えなくなるおそれがあります。

　緊急性がなく、救急車以外に搬送手段がある場合は救急車の利用を避け、自家用車
や公共の交通機関などをご利用ください。
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No.67　ヨシガモ（冬鳥）
　メタリックな緑色光沢のある雄の頭部を「ナポレオンハット」
という愛称で呼んでいる美しいカモです。雄は喉が白く、首に
黒と白の輪があり、尾の近くには垂れ下がったような飾り羽が
あります。雌は全身茶色で黒褐色の斑がありますが、地味で目
立ちません。加茂川河口や黒瀬ダム湖で少数が見られます。
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平成23年１月末日現在
住民基本台帳登録数（ ）内は前月比

人　口　114,584人 （－41人）

　男　　 54,923人 （－26人）

　女　　 59,661人 （－15人）

世　帯　 48,149世帯（＋26世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　観客と出演者が一体となって、大
盛況に幕を閉じた「千の風競演フェ
スティバル」（６頁参照）。その会場
のロビーでは、美しく奏でられる手
回しオルガンの音色が訪れた人々の
心を癒やしてくれました。
　奏者は北海道七飯町の谷目基さん。
北海道から愛用のオルガンを車に積
み込み、本州を縦断して当市にやっ
て来られました。
地域のまちづくり
に懸ける情熱と思
いを垣間見る出来
事でした。　  （ト）
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

３

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

３

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

無　料エントランス西条さくら咲く展　※17時まで展示

13：00 戸田　℡0898－68－0796

丹原文化会館　℡0898－68－3555

無　料大ホールピアノ発表会
土
日

12
20

13：0012：00

無　料小ホールシリーズ　えひめ「ふるさとの芸術」　※17時まで展示 9：00
9：00

12：45
13：45 中央公民館　℡0898－65－4030整理券必要大ホール西条市市民大学卒業記念講演会月21 13：00

13：20 日野　℡0898－68－6675無　料大ホールちいさなおんがくかい日27 13：10

丹原文化会館　℡0898－68－3555

丹原文化会館　℡0898－68－3555

無　料大ホール

大ホール

子どものキーボード教室・ハーモニカ講習会・ギター講習会　発表会
日６ 13：0012：30 望月楽器㈱　℡0898－64－2290無　料大ホールヤマハ音楽教室発表会

【３月の休館日】毎週月曜日（21日開館）、22日㈫、23日㈬

【３月の休館日】毎週月曜日（21日開館）、22日㈫、23日㈬

土５
小ホール8：30 飯岡保育園　℡0897－56－2381無　料

2000円

9：00飯岡保育園　発表会金４
13：00 西条市総務課　℡0897ー52－125613：30宝くじ文化公演　大阪交響楽団のＬｅｔ’ｓダンシング

大ホール日６ 13：00 劇団カッパ座西条友の会　℡0897－32－921613：30劇団カッパ座「オズのまほうつかい」
1000円小ホール火15 18：30 西条落語を聴く会（小寺）　℡0897－56－667719：00第６回西条うちぬき寄席
無　料小ホール木17 18：30 総合文化会館友の会事務局　℡0897－53－550019：00友の会恒例イベント　懐メロコンサート
1000円小ホール月21 11：30 竹ダンス（若原）　℡0897－56－634812：00社交ダンスパーティー
無　料大ホール日27 13：00 事務局（井上）　℡090－1172－749513：30第２回　西条ライジングスターズコンサート
無　料大ホール水30 18：30 ㈳西条青年会議所　℡0897－56－323819：00愛媛県議会議員選挙　西条選挙区公開討論会

一般3500円
高校以下2000円

25
〜
金
〜

25
〜
金
〜

５/８

総合文化会館 大ホール

日 昼の部：14時開演
夜の部：18時開演
※開場は各回の開演30分前。

主演：音月 桂 禁無断転載
Ⓒ宝塚歌劇団

公演日

会　場

チケット料金　Ｓ席：7,000円　Ａ席：6,000円　Ｂ席：5,000円　※全席指定
販売場所　総合文化会館、チケットぴあ（Ｐコード４１０－７１０）
※チケットぴあ電話予約：℡0570－02－9999（一部携帯電話・ＰＨＳ・ＩＰ電話は受付不可）
問合せ　市庁舎本館総務課　総務法制係　℡0897－52－1256

３月３日㈭
チケット
発売開始！


